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１． 無彩色と無彩色との配色

Ａ

　

無彩色と無彩色との配色の分類

無彩色は通常， 白， グレー（もしくは灰）， 黒といった概念によって区分され， 更にグレーが明る

いグレー， グレー（もしくは中間のグレー）， 暗いグレーに分けて用いられる．そうした概念は無彩

色を大まかな区分でとらえる， 言いかえれば無彩色の多くの段階をまとめて把握する極めて自然な

用法であって， この区分が無彩色相互の配色における感情効果とかかわるのはもちろん， 調和か否

かの感じ方とも当然関連してくる． それは有彩色におけるトーンが， 同じ色相で同・じ彩度範囲であ

るにもかかわらず， 明るい， 中間， 暗いという明度範囲の相違によってそれぞれ別のトーンに区分

されたのと軌を一にするからである． したがって， 明るい， 中間， 暗いというグレーの区分は， 有

彩色の明度について５段階ずつ３分したのと同様， 高明度のグレー（Ｎ９．０～Ｎ７．０）， 中明度のグ

レー（Ｎ６．５～Ｎ４．５），低明度のグレー （Ｎ４．０～Ｎ１，８）となり，それに白（Ｎ９．５）と黒（ＮＩ．０）

とか加わって， 無彩色は通常の意識そのままに５分される．

　

そのような区分において， 白と黒とは確かに無彩色のなかで特質を有する． 白は全く黒みを含ま

ず， 黒もまた全く白みを含まず， 多少にかかわらず必ず白みと黒みとの双方を含むグレーとは， 理

論的に明らかに異質である． また白も黒も等明度の色を他に持っていないという点でもともに独特

の色●である． 更にそれらは無彩色の両極を形成する原点だという点でもともに特異な色である． そ

うした特質から白と黒とがグレーと区別して扱われるのは， それなりに意味がありまた自然でもあ

る． しかし色の実際的な活用， 特に配色を前提として考える場合， 不合理でない限り簡潔に整理す

るのが望ましいということも含めて， 白， 黒を他のグレーの色群から特に切り放して扱うことが当

を得ているとは言いがたい． むしろ感情効果との関連では白は高明度の無彩色のなかで扱う方が実

祭的で， 特に他の色と組合わせた場合のＮ９，０との類似点と相違点とを考え合わせれば同列に扱う

くきであり，また黒を低明度のグレーとーしょに扱う点についても，ＮＩ．８とのかかわりをも含めて

全く同様である， そして調和に関する明度関係については明度を表わす数値がその役割を果たす．
そのように白， 黒を切り放さない方法によれば， 無彩色は， 高明度の無彩色（Ｎ９．５～Ｎ７．０）， 中

明度の無彩色（Ｎ６，５～Ｎ４，５），低明度の無彩色（Ｎ４．０～Ｎ１，０）に３分される．
以上の区分によって無彩色と無彩色との配色は，（１）高明度と高明度の組合わせ，（２）中明度と中明

義の組合わせ，（３）低明度と低明度の組合わせ，（４）高明度と中明度の粗合わせ，（５）中明度と低明度の

岨合わせ，（６）高明度と低明度の組合わせ， の６種に分類される（表ｌａ）， この分類において，（１），
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表１

　

無彩色と無彩色との配色の分類及び明度差

壷受
低明度の無彩色 中明度の無彩色 高明度の無彩色

ＮＩ．ＯＮＩ．８Ｎ２４ Ｎ３．ＯＮ３．５Ｎ４，０Ｎ４．５Ｎ５．ＯＮ５．５Ｎ６．０Ｎ６，５Ｎ７．０Ｎ７．５Ｎ８．０Ｎ８．５Ｎ９，ＯＮ９．５

局明度の

無彩

色

Ｎ９．５ ８，５ ７・７ ７・Ｉ ６，５ ６，Ｏ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４．０ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５

Ｎ９．Ｏ ８．Ｏ ７．２ ６．６ ６．Ｏ ５．５ ５，Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５

Ｎ８．５ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５．５ ５．Ｏ ４，５ ４．０ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ ｉ，Ｏ ０．５

Ｎ８．Ｏ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３，５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ Ｌｏ ０．５

Ｎ７．５ ６．５ ５．７ ５．Ｉ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５

Ｎ７．Ｏ ６．ｄ ５．２ ４．６ ４．Ｏ ３，５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５

中
明度

の無彩

色

Ｎ６．５ ５５ ４．７ ４．Ｉ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５

Ｎ６．０ ５．Ｏ ４，２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５

Ｎ５．５ ４．５ ３，７ ３，Ｉ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５

Ｎ５．Ｏ ４．Ｏ ３，２ ２，６ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５

Ｎ４，５ ３．５ ２．７ ２．Ｉ １．５ １・０ ０．５

＼＼＼

　

無彩色１１

　

十＼ミニ争／】Ｍ

　　　

＼＼＼無彩色１
低明度の無彩色 中明度の無彩色 高明度の無彩色

低
明度の無

彩
色

Ｎ４．０ ３．Ｏ ２．２ １．６ １，０ ０．５

Ｎ３，５ ２．５ １・７ １・Ｉ ０，５

高明度の無彩色 （６） （４） （１）
Ｎ３．０ ２，Ｏ １．２ ０．６

中明度の無彩色 （５） （２）Ｎ２．４ １．４ ０，６

ＮＩ．８ ０．８

低明度の無彩色 （３）
ＮＩ．０

１１

　

低明度の無彩色

　

中明度の無彩色

　

高明度の無彩色

高明度の無彩色

　　

（６）

　　　　

（４）

　　　　

（１）

（５）

　　　　

（２）中明度の無彩色

低明度の無彩色 （３）

　　　　　

ａ

　

分類ｂ

　

明度差

（２），（３）は同じ明度域内相互の配色でいわば一般に明度差の小さい組合わせであり，
（４），（５）は隣接の

明度域相互の配色で明度差は小から中まで広がり，（６）は高低の両側に離れている明度域相互の配色

でいわば明度差の大きい紙合わせである（表ｌｂ）．

　

明度差における大中小の区分については一応の基準として次のように定めるのが妥当である． 中

明度の無彩色における最高明度のＮ６．５と最低明度のＮ４．５との差２．０までを小とし，２．５から，最

高明度のＮ９．５と中央明度のＮ５．５との差４．０までを中とし， 差４．５以上を大とする． 明度差小の

上限２．０については， それが標準的な中明度の無彩色における同一明度域内の最大明
度差で， 明度

にあって近親関係を感じさせる実質的な限界だと考えられるからであり， 明度差中の上眼４．０につ

いては， それが無彩色全体の最大明度差８．５の感覚的な十で， その★が中度の明
度差の実質的な限

界だと考えられるからである．

　

ただしそうした明度差の大中小についての感じ方は， 組合わされる無彩色の明度位置によってあ

る程度異なったものとなる． このことに関して星野昌一は，「同
一対比度になるような適量明度差

（１）」 として， 具体的な数字を基本明度ごとに示して一表にまとめている． それによると， 例えば最

も小さな対比関係において，明度８．０における明度差０．８と，明度５，０における明度差１，４，及び明

度２．０における明度差２．５とは同一対比度であるとされ， また最も大きな対比関係にあっては， 明

度８．０における明度差１．７と，明度５．０における明度差３．０，及び明度２，０における明度差５．０とは

同一対比度とされている． これらの数値は有彩色をも含めた色彩全体についてのものであるが，
基

本明度が低くなるのと比例して明度差を増すのでなければ， 感覚的な明るさの違いが等しくならな

いという事実については， これを明確に示している． それにしても基本明度が低くなるにつれて多

２７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
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くなる適量明度差の増え方は余りに大きすぎる．

　　

検討１

　　

感覚的な等明度差－－星野のいう同一対比度になるような適量明度差－－ を得る

　　

ためには， 配色の明度位置によって明度差にどれ程の加減をするのが妥当であるか，
●について

　

検討した． そのため， 表ｌｂに見られる無彩色の基準色相互のすべての組合わせについて配色

　　

票を作成し， 表ｌａにおける（１）と（２），（２）と（３），（１）と（３）の順序に， それらの間で等明度差と感ず

　　

る配色票を巽び出して組ませ， 次いで（４）と（５）の間で同様に， また（１）と（４），（４）と（６），（２）と（５）の間

　　

でも同様に選び出して組ませた， それらの結果については配色票の固有番号によって記録させ

　　

た．

　　　

配色票は， 同じ長方形で等面積の標準色紙を左右に密着した形で並べてはり， 背景は黒とし

　　

た．実施の対象は男女合わせて１６名の学生で，その結果を整理した上筆者が更に検討を加えて

　

調整した．

　

その結論は次のとおりである．（１）高明度と高明度，（２）中明度と中明度，（４）高明度と中明度，（６）高

明度と低明度の組合わせにおける明度差の感じ方はおおむね等しく，（５）中明度と低明度の組合わせ

にあってはそれらより０．５明度差が多い場合におおむね等しく感じ，（３）低明度と低明度の組合わせ

にあってはそれより更に０．５明度差が多い場合におおむね等しく感ずる． この結論は星野の数値と

比較してかな，り小さなものではあるが， 感覚差に基づく明度段階を基盤とするものであるだけに意

外に大きいとも考えられよう，

　

前述の明度差大中小の基準はいうまでもなく大勢を占める（１），（２）．（４），（６）に適用される． つまり

一方が高明度であるすべての組合わせ及び中明度と中明度の組合わせにあっては，２．０までが明度

差小，２．５～４，０が明度差中，４．５以上が明度差大である， そして中明度と低明度の組合わせにあっ

てはそれより０．５ずつすべての数で多く， 低明度と低明度の組合わせにあっては３．０までが明度差

小であるがそれ以上の明度差はない．

　

また一方が低明度の無彩色である場合に生ずる１．１，２．７等の明度差については，１．１，２．２等は

１．０，２．０等と， １．６，２．７等は１．５， ２，５等と同列に扱うのが妥当である．

　

この区分において， 明度差小はいわゆる等明度， 類似明度の関係に， 明度差大はいわゆる対照明

度の関係に該当する，

　

明度差の大中小は， 無彩色と無彩色との配色の調和における『変化と統一』に関しては， そのま

ま変化の大中′」・と一致する． その変化の大中小は統一のあり方に直結し， したがって無彩色と無彩

色との配色にあっては，明度差の大中小は直接調和を左右する力を持つと言いかえることができる．
しかもその明度差の大中小は， 配色される２色の明度位置とその相互の組合わせとによって異なる

のである． そのことは， 無彩色と無彩色との配色の調和を求める方式にあって， 前述の６分類が基

底となるものであることを意味する．

　

一方， 無彩色と無彩色との配色における感情効果は， 組合わされた２色の明度位置と相互の明度

差とによって醸成される． 最も一般的で基本的な感情効果についてみれば， 明るい， 暗い， 軽い，
重い， といった効果は主として前者から生ずるものであり， 堅い， 柔らかい， 鋭い， 鈍い， といっ

た効果は主として後者から生ずるものである． したがってそれらの総合からなる感情効果のまとま

りは， やはり前述の６分類によって大まかに区分され， その区分ごとにそれぞれに特質を有する，

　

つまり無彩色と無彩色との配色において， 調和を求める方式と感情効果を求める方式とは， 高中

低に３分された明度域相互の組合わせによる６分類を共通の基底として， 表裏の関係にあると結論

づ１ナられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２７１
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Ｂ

　

無彩色と無彩色との配色の調和

両側の無彩色（明度番号）

　

無彩色と無彩色との配色における調和につい

　　　　　　

１ｏ

　

ｌｌ

　

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

　

２０

て， 大島正光は調和を大きく支配している生理的

　　　

１１

　　　　　

０
な原則として， 図１（原典では第１９図）を提示し

　　　　

１２

　　　　　　　　　　　　　

ｃ

て次のように述べている．「無彩色同志の粗合わせ

　

裏１３

においてよいとされる組合わせには第１９図の女ロ

　　

藍 １４

　　　　　　　　　　　

Ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

頭
１６

いる組合わせはＡ－系列である， Ａ－系列につい

　

墓１７

て見ると， 一方の明度が低い場合にはそれよりも

　　

昼 １８

　　　　　　　　　　

Ａ

４～５の明度番号の差のある組合わせがよいとさ

　　　　

１９

れ， 一方の明度が高い場合にはそれよりも１～２

　　　　

２０

の明度番号の差のある組合わせがよいとされ

る（２｝」．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図１

　

無彩色同士の良い組合わせ（大島）

　

大島が提示した図１について見ると， Ａ－系列

の中心明度を示す直線とＢ－系列の中心明度を示す直線とは平行に近い状態になっていて， この両

系列が逆行した形で互いに補完の関係になっていることを示している． すなわちＡ－系列は， 両側

の色（地色） が暗い色であるとき中央の色（図色）はそれより明るい中程度の明るさの色がよいと

され， そこから， 両側の色（地色） が明るくなるにつれて中央の色（図色）もまた明るくなってい

く． それに対してＢ－系列は， 両側の色（地色） が明るい色であるとき中央の
色（図色）はそれよ

り暗い中程度の明るさの色がよいとされ， そこから， 両側の色（地色） が暗くなるにつれて中央の

色（図色） もまた暗くなっていく． その移行のしかたが余り大きく違わないが故にこの両系列は
平

行に近い関係をなし， また， 暗い色の中の明るい色の系列（Ａ－系列）と， 明るい色の中の暗い色

の系列（Ｂ－系列） との感覚的な相違が， この両系列の中心明度を示す直線を， 正確な平行から幾

らかずれた関係にしているのである． このＡ， Ｂ両系列に対して， 中央の色（図色）が
一定の明度

で両側の色（地色）の明度が変っていくＣ－系列は， Ｂ－系列と同じく中央の色の方が両側の色よ

り暗い配色の系列であるが， Ｂ－系列のようなＡ－系列との相関関係は全くといっていい程ない．

　

ところで，ここで大島が用いた表色系は図１で明らかなとおり日本色彩研究所の旧表色系で
あり，

これを新表色系の数値に換算すれば， 明度番号の差１は明度３．０以上で明度差０．８に該当する． し

たがって， 図１におけるＡ－系列とＢ－系列（相関関係の見いだせないＣ－系列は
除く）との中心

明度を示す直線から，両側の無彩色の明度２０～１０のそれぞれについて中央の無彩色の中心明
度を読

みとり， 両方の無彩色の明度番号の差をとらえた上， これを新表
色系に基づく明度差に換算して一

表に整理すれば表２のとおりである．

　

表２によれば， 大島の言う， 一方の明度が低い場合によい組合わせとされる４～５の明
度番号の

差は， 両側の無彩色（地色）が明度１３～１０である場合の明度番号の差の概数で
ある． しかし， 一方

の明度が高い場合によい組合わせとされる１～２の明度番号の差は， 図１において， Ａ－系列の中

心明度を示す直線を延長してもその数値には至らず，その直線が両側の無彩色（地色）の明度１６の

位置から下方へ讐曲して延びたとしても， １～２における２の数値は出てこない． ただし全くの概

数としてであれば１～２で大きな誤りはなく， 一方の明度が中位である場合によい組合わせとされ

る明度番号の差の概数（大島の言葉の中では触れられていなかった） が， 表２で見るとおり２～３
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表２

　

図１における両側の無彩色と中央の無彩色との明度差

両側の無彩色

（地

　

色）

中央の無彩色（図色）

Ａ－系列（中心明度） Ｂ－系列（中心明度）

明

　　

度
換算
明度

明

　　　　

度
換算明度差

明

　　　　　

度
換算明度差

明度番号の差 明度番号の差

高

　

明

　

度

２０ ９，５
１６，２

３，０４－

　

３，８

１９ ８．７
１５．５

２，８０－

　

３，５

１８ ７．９
（１８．８） （０，６４）

１４．８
２，５６＋

　

０．８ －

　

３，２

１７ ７．ｌ
（１８，３） （１，０４）

１４．１
２．３２＋

　

１，３ －

　

２．９

中

　

明

　

度

１６ ６，３
１７．８

１，４４
１３．４

２．０８＋

　

１．８ －

　

２，６

１５ ５，５
１７，３

１，８４
１２．７

１，８４十

　

２．３ ー

　

２．３

１４ ４，７
１６．８

２．２４
１２．０

１．６０＋

　

２．８ －

　

２．Ｏ

低

　

明

　

度

１３ ３，９
１６，３

２，６４
（１１．３） （１．３６）＋

　

３，３ －

　

１・７

１２ ８．Ｏ
１５．８

３．０４
（１０．６） （ｆ．１２）＋

　

３．８ －

　

１，４

１１ ２．ｌ
１５，３

３，４４十

　

４．３

ｌｏ １，０
１４．８

３，８４＋

　

４．８

括弧内の数字は中心明度を示す直線を延長した場合の明度番号の差（明度差）

となっていることと考え合わせれば， 明度差における大中小の区分に関して， 明度が低くなる程そ

の差を大きくする必要があったのとそれは軌を一にする．

　

しかし， いかに最もよい組合わせとされるものであるとはいえ， Ａ－系列は図色よりも地色の方

が常に暗い関係の配色で， そうした図色と地色との固定的な関係は， 特定の具体的配置つまり色彩

構成がそこに含まれていることを意味し，純粋に色彩調和を求める配色関係にはなっていない，が，
いうまでもなく， 無彩色と無彩色との配色において， 面積差や具体的な配置関係を排除した形で純

粋に色と色との関係を感覚的にとらえることは， その配色を見るときの背景をどうするかという問

題とも関連して極めて困難である． したがって， 地色と図色との明暗のあり方も面積や具体的な配

置のあり方もすべてが表裏の関係にある． Ａ－系列とＢ－系列の双方から， それぞれにおいてよい

とされる組合わせを通して， 総合的に調和明度差を見いだしてくるのが最も妥当な方法であると考

えられる． この場合， 既に述べたような一定の水準以上の配色を求める方向で押さえ， 先に分類し

た高明度， 中明度， 低明度の区分に基づいて包括的に扱うのが実際的である．

　

そこで表２について見ると， 地色が高明度である場合， Ｂ－系列にあってはすべての明度の地色

に対してよい組合わせとされる図色があるのに， Ａ－系列にあっては特に明度の高い地色に対して

はよい組合わせとされる図色がなく， あるものは図１の直線を延長して得た仮のものにすぎない．
同様， 地色が低明度である場合には， それとは逆の関係でＢ－系列にあってよい組合わせとされる
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表３

　

中明度を軸とした明度差１，５と２．０とについての調和感の比較

＼÷明度差

配 色

年次（人数）

１．５ ２，Ｏ

Ｎ６，５

と

Ｎ５，０

Ｎ６．Ｏ

と

Ｎ４．５

Ｎ５．５

と

Ｎ７．０

Ｎ５．５

と

Ｎ４．Ｏ

Ｎ６，５

と

Ｎ４，５

Ｎ５．０

と

Ｎ７，０

Ｎ５．５

と

Ｎ３，５

１（１０） ５ ４ ９ ３ ９ ｌｏ ６

２（１０） ２ ｌ ８ ｌ ９ ８ ７

３（１０） ５ ２ ｌｏ ｌ ９ ｌｏ ４

４（１０） ３ ２ ８ ３ ７ ９ ５

５（ｉｏ） ２ ２ ９ ２ ８ ｌｏ ３

計（５０）
１７ １１ ４４ ｌｏ ４２ ４７ ２５

８２ １１４

率

　

％ ４１ ７６

図色は仮のものだけにすぎない． つまり地色が高明度である場合と低明度である場合とは， Ａ， Ｂ

両系列の双方がともに充足しているという状態ではないため， プラスとマイナスとの両面から総合

的に調和明度差を把握するための対象とはなり得ない．

　

その点Ａ， Ｂ両系列ともに充実していて総合的把握が可能なのは， 地色が中明度である場合の配

色である． その中明度の配色において， まず各地色ごとによい組合わせとされるＡ， Ｂ両系列の中

心明度と地色との換算明度差を平均すれば， 明度１６（Ｎ６．３） では１．７６， 明度１５（Ｎ５．５） では１．
８４， 明度１４（Ｎ４．７）では１，９２となり， それら換算明度差の総平均は明度１５（Ｎ５．５）における換

算明度差１．８４と等しくなる．明度１５（Ｎ５，５）の無彩色はいうまでもなく全明度段階の中央に位置

し，いわば白にも黒にも偏しない無彩色の平均値を示す色である．その中央の無彩色において，Ａ，
Ｂ両系列の明度差が全く等しいということは， この数値が， 面積や具体的な配置のあり方の違いを

越えた，純粋な色彩相互の調和明度差の軸をなすものととらえてよい．したがってその１．８４に近い

基準色相互の明度差である１．５と２．０とについて， それが最小調和明度差に該当するのか， あるい

は最良調和明度差であるのかを検討する必要がある．

　

検討２

　　

検討１においてと同様， 同じ長方形で等面積の標準色紙を左右に密着させた配色票

　　

を，中明度と中明度の関係における明度差１．５と２．０の組合わせ（Ｎ６，５とＮ５．０，Ｎ６．０とＮ

　

４．５， Ｎ６．５とＮ４．５）と， Ｎ５．５を一方とする明度差１．５と２．０の組合わせ（Ｎ５．５とＮ７．０，

　　

Ｎ５．５とＮ４．０， Ｎ５．５とＮ７．５， Ｎ５．５とＮ３，５）との計７種をその内容として作成し， その

　　

背景は中明度を軸とする組合わせであるが故に黒とした． 対象は男女学生の混合で１年ごとに

　　

１０名とし，５年にわたって５回，計５０名である．５年にわたって実施した理由は，学生の感覚が年

　　

次によって異なるのをなるべく広く包括しようと考えたからで， その結果は表３のとおりである

　　

この表の中で特に目につくのは明度差１．５におけるＮ５．５とＮ７，０の組合わせであるが， こ

　

の結果は組合わせの一方が高明度であることからくるものと考えられ， 明度差２，０におけるＮ

　

５，５とＮ３．５の組合わせの一方が低明度で， その合計が明度差２，０の配色の中では目に見えて

　

少ないのと表裏の関係になっている． 明度差１．５における他の粗合わせはいずれも明度差２．０

　

のどの組合わせよりもそれぞれの合計が少なく， また例外とも思われるＮ５．５とＮ７，０の組合

　

わせを含めても，その百分率は４１％に過ぎず，明度差２．０の百分率７６％と比較してはるかに少

　　

ナし、．

以上の検討の結果，表２における換算明度差１．８４は，基準色相互の，中明度と中明度の組合わせ

２７４
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表４

　

一方の無彩色が中明度である場合の平均明度差を基準とした

　　

各明度段階の換算明度差

明度域
一方の無彩色の明度

換算明度差
明度域ごとの

平均明度差旧表色系明度 換

　

算

　

明

　

度

高明度
２０ ９，５ １，４４

１．５６
ヱ９ ８，７ １，５２

ヱ８ ７，９ １，６０

ヱ７ ７，ｌ １，６８

中
明度

‐Ｚ６ ６．３ １，７６

１．８４ヱ５ ５，５ １，８４

ヱ４ ４．７ １，９２

低
明度

ヱ３ ３，９ ２，００

２，１４
ヱ２ ３．Ｏ ２，０９

ヱヱ ２．Ｉ ２．１８

ヱ〇 １・０ ２，２７

における最小調和明度差２．０に置き換えられることが明白となった． そればかりでなく， 表３にお

いて明らかなように， 高明度と中明度の組合わせにおける最小調和明度差は２．０より小さい可能性

があること， 及び中明度と低明度の組合わせにおける最小調和明度差はそれとは逆に２．０より大き

い可能性があること， も同時に読みとることができた．

　

実は表２におけるＡ， Ｂ両系列の換算明度差の平均値にその方向は既に見えている． すなわち，
地色が中明度である場合， 明度１６（Ｎ６．３）における明度差１．７６， 明度１５（Ｎ５，５）における明度

差１，８４，及び明度１４（Ｎ４，７）における明度差１．９２，の相互の関連をまとめてその進路をとらえれ

ば，その違いは換算明度における隣接明度との１段階差０．８の１割でしかない０，０８と僅少ではある

が， 一方の色の明度が高くなる程明度差は小さく， 低くなる程明度差は大きくなるという， 極めて

はっきりした形をとっているのである． それは， Ａ， Ｂ両系列のどちらかが欠落している， 一方の

色が高明度である場合にもまた低明度である場合にも， そのままの傾向が延長され得る可能性を示

唆している．中明度の範囲においてそうであるように，換算明度の数の増減とは逆方向をとりつつ，
換算明度差を０，０８の等差に， ただし低明度にあっては１段階差の増加に応じた差０，０９にして順次

配列すれば， 各明度ごとの換算明度差は表４のとおりである， こうした調和明度差の基本的傾向に

ついて星野は，「明度の段階は元来感覚的等差にわけてあるわけであるから，明度段階そのままの等

差が調和的等差になるわけであるが， 実際にいろいろ実験してみると， 必らずしも等間隔差では具

合がよくない． これは暗い方の色を見る場合に付近に明るいものがあれば， その影響をうける程度

が大きく， 逆に明るい方の色は付近にある暗いものの影響をうける程度が少ないことにも起因し，
結局概論的には明るい明度のものはこまかく， 暗い明度のものはややあらく段階をつける方がよい

調和が得られるということになる（３｝」と，実際面から理由づけながら明確に肯定している．その星野

が示す高明度と中明度， 中明度と低明度の明度差の違いの平均は， おおよそ１，４とかなり大きなも

のであるが，表４に見るその違いの平均はおおよそ０．２９と極めて小さく，その両資料の数値は余り

に大きく離れすぎている．

　

検討３

　　

検討１に用いた配色票をそのまま用い， 表１におけるすべての組合わせから『調和

　　

すると判断した配色』 を選び出すように指示し， 調和の意味を基本的に理解したと思われる学
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表５

　

無彩色と無彩色との配色における各明度差について調和すると判断された数とその率

　　

（最小調和明度差についての検討）

　　

明度域
明度差（組合わせ数）

　

年次（人数）

低

　

明

　

度 中

　

明

　

度 高

　

明

　

度

１．５（２）２．０（２）２，５（１）３，０（１）ｉ，０（５）１，５（５）２．０｛５）２．５（５）１．ｏ（６）１．５（６）２．０（６）

１（８） ５ ８ ６ ７ １６ ２１ ３２ ３６ １８ ３４ ４７

２

　

｛９） ３ ３ ７ ９ ｉｏ １５ ２９ ４０ ２１ ４６ ５１

３（８） ５ １１ ７ ８ ９ ２３ ３４ ３８ １１ ４０ ４８

４（８） ６ ｌｏ ８ ８ ８ ２０ ３２ ３５ ９ ３２ ４８

５（９） ２ ７ ５ ７ １５ １７ ３１ ４１ ２３ ４９ ５３

計（４２） ２１ ３９ ３３ ３９ ５８ ９６ １５８ １９０ ８２ ２０１ ２４７

率

　

％

ゑ
融
冊

６

署

＆

３９

４２

９２．９

５８

２１０

２７．６

９６

２１０

４５，７

１５８

２１０

７５，２

１９０

２１０

９０．５

８２

２５２

３２．５

２０１

２５２

７９．８

２４７

２５２

９８，Ｏ

　　

生のみを対象として実施した，

　　　

この検討については，目的を高明度，中明度，低明度の各明度域における調和明度差範囲－－

　　

最小調和明度差と最大調和明度差－－を知ることにおいたため，調和配色であるとして選び出

　　

されたそれぞれの組合わせそのものは記録せず， すべて明度域ごとに明度差によってまとめて

　　

記録した． そのようにして押えた数値のうち最小調和明度差とかかわるものは表５のとおりで

　　

あるが， 最小調和明度差と関連のある配色は， 明度差ごとに， 高明度においては高明度と高明

　　

度及び高明度と中明度の関係からなる６組であり， 中明度においては中明度と中明度及び中明

　

度と低明度の関係からなる５組であり， そして低明度においては低明度と低明度の関係のみか

　　

らなる２～１組である， したがって率を出すときの分母は明度域ごとにまた明度差によっても

　　

異なってくる．表５を整理するに当たって，高明度と中明度とにおける明度差０．５，低明度にお

　　

ける明度差０．５と１，０とを省略したのは， それらを調和明度差とした者の数が極めて少なかっ

　　

たからであり， 高明度における明度差・２，５以上， 中明度における明度差３．０以上を省略したの

　　

は，それより少ない明度差の段階において，最小調和明度差の問題が解決しているからである．

　

表５における率を見る限り， それぞれの明度域における最小調和明度差についてはさして問題は

ないと考えられる．それは，高明度における３２．５％の明度差１．０と７９．８％の明度差１．５，中明度にお

ける４５．７％の明度差１，５と７５，２％の明度差２．０， 低明度における４６．４％の明度差２．０と７８．６％の

明度差２．５，のいずれが最小調和明度差に該当するかという点に問題がしぼられるからである．そし

ていうまでもなくこのような方法による調査にあたっては，５０％を割ったものは否定されるべきで

あり，また中明度における明度差２，０（７５．２％）が検討２の結果（表３参照）と一致するところから，
それと軌を一にする， 高明度における明度差１．５（７９，８％）， 低明度における明度差２．５（７８．６％）

が， それぞれにおける最小調和明度差として妥当であると結論づけられる．

　

そのような結論によれば， 高明度を軸とした配色における最小調和明度差と中明度を軸とした配

色における最小調和明度差， 中明度を軸とした配色における最小調和明度差と低明度を軸とした配

色における最小調和明度差の違いはそれぞれに０．５となり， 星野が提示した１．４よりも， 大島の資

料をもとにしたおよその差０．２９（表４における明度域ごとの平均明度差の違い）の方により近いと

いえる． また表４における１．８４を２．０に置き換えたのと同様， １．５６を１．５に， ２．１４を２，５に置き

換えることは， 明度域ごとの平均明度差を， 一方の無彩色の明度が低くなるにしたがって幾分ずつ
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表６

　

無彩色と無彩色との配色における各明度差について調和すると判

　　

断された数とその率（最大調和明度差についての検討）

明度差（組合わせ数）

年次（人数）
４，５（８） ５，０（７） ５．５（６） ６，０（５） ６，５（４）

１（８） ５５ ３８ ２９ １６ ４

２（９） ６３ ５２ ３４ １８ ６

３（８） ５８ ４２ ２８ １４ ３

４（８） ５１ ３３ １９ ｌｏ ３

５（９） ５９ ４７ ４１ ２１ ７

計（４２） ２８６ ２１２ １５１ ７９ ２３

率

　

％

２８６

３３６

８５．１

２１２

２９４

７２．１

１５１

２５２

５９，９

７９

２１０

３７，６

２３

１６８

１３，７

大きくするにすぎない．しかも一方が高明度であるときから低明度であるときまで，０．５ずつ増して

いく最小調和明度差の段階的移行は， 明度差大中小の区分に関する明度域ごとの違いとおおむね一

致するのである．

　

最小調和明度差と対照的な方向で問題になるのが最大調和明度差である． これは変化と統一との

バランスにおいて変化が過大になってはいない，言い換えれば統一のとり得る限界の明度差である．
したがって配色の６分類のうち明度差大の関係を含んだ３種の組合わせ－－高明度と中明度，中明

度と低明度， そして高明度と低明度の組合わせ－－についてのみ必要な条件である．

　

表６は， 検討３の際に得た資料を整理して， 最大調和明度差と関連するであろう明度差の部分

－－率が５０％の前後にあるもの－－ を一表にまとめたものである． これで見ると調和明度差の最

大の限界は５９，９％の明度差５，５であり， 明度差５，５が最大調和明度差だということである． した

がって表１に見るとおり， 高明度と中明度との配色における最大明度差５．０も， 中明度と低明度と

の配色における最大明度差５．５もともに調和明度差に包含され， 先に３種の組合わせについての要

件だと述べたにもかかわらず， 実質的な最大調和明度差は， 高明度と低明度との組合わせにおいて

のみの要件となる．

　

ところで表６における明度差６．０の中にはＮＩ．０とＮ７．０の組合わせが含まれている． 後からの

調査で， この組合わせを調和配色だとしたものが過半数を占めた． 念のため明度差６．０及びそれに

類する他の組合わせ －－ Ｎ９，５とＮ３．５， Ｎ９，０とＮ３，０， Ｎ８，５とＮ２．４， Ｎ８，０とＮ１，８－－

についても調査したが，表６に見られる先の調査の結果を見直す必要は起きなかった．したがって，
明度差６．０のうちＮＩ．０とＮ７．０の組合わせのみは例外として調和配色に含めるのが妥当である．
また， 明度差５，６と５．７とを明度差５，５と同等に扱うことは当然であり， それらを含めて， 最大調

和明度差は原則として５，５である．

　

無彩色と無彩色との配色における調和範囲を， 先の明度差大中小の区分によって， 明度差小の調

和（いわゆる類似明度の調和），明度差中の調和， 及び明度差大の調和（いわゆる対照明度の調和）

に分け， 配色の分類に基づいて以上の調和明度差範囲を整理すれば， 表７のとおりであり， これを

表ｌｂの上に具体的に示せば表８のとおりである，
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表７

　

無彩色と無彩色との配色における調和明度差範囲

＼＼＼＼＼Ｊ ！
＼

差

＼

の

＼

区分

配色の分類

調 和 明 度 差 範 囲

明

　

度 差 小 明 度 差 中 明 度 差 大

（１） 高明度と高明度 １．５～２．Ｏ ２．５

（２） 中明度と中明度 ２．Ｏ

（３） 低明度と低明度 ２．５～３．Ｏ

（４） 高明度と中明度 １．５～２，Ｏ ２．５～４．Ｏ ４．５～５．Ｏ

（５） 中明度と低明度 ２．０～２．７ ３．０～４．７ ５，０～５．５

（６） 高明度と低明度 ３．０～４．Ｏ ４．５～５．７

表８

　

無彩色と無彩色との配色における調和配色の分布

低 明 度 の 無 彩 色

　　　　　　　

中明度の無彩色

　　　　　　　

高 明 度 の 無 彩 色

無彩色１

　　　　

ＮＩ．Ｏ

　

Ｎ１，８

　

Ｎ２，４

　

Ｎ３．Ｏ

　

Ｎ３．５Ｎ４．ＯＮ４，５Ｎ５．ＯＮ５．５Ｎ６．ＯＮ６．５Ｎ７．ＯＮ７・５Ｎ８．ＯＮ８．５Ｎ９，ＯＮ９．

高明度の

無彩

色

５．５

　

５，０

　

４．５

　　

４．０

　　

３，５

　　

３．０

　　

２．５

　　

２．０

　

１．５

　　　　　　　　　　　　

５，５

　　

５．０

　

４，５

　　

４．０

　　

３．５

　　

３．０

　　

２．５

　　

２．０

　

１．５

　　　　　　　　

５，５

　　

５．０

　

４．５

　　

４．０

　　

３．５

　　

３，０

　　

２，５

　　

２．０

　

１．５

　　　　

５．６

　　

５．０

　

４．５

　

４．０

　　

３．５

　　

８，０

　　

２．５

　

２．０

　

１．５

５．７

　　

５．１

　

４．５

　　

４．０

　　

３，５

　　

３，０

　　

２．５

　　

２．０

　

１，５

５．２

　

４，６

　

４．０

　　

３．５

　　

３，０

　　

２．５

　　

２，０

　

１．５

４，７

　　

４，１

　

３，５

　　

３．０

　　

２．５

　　

２，０

４．２

　　

３．６

　　

３．０

　　

２．５

　　

２，０

３，７

　　

３．１

　

２，５

　　

２．０

３，２

　　

２．６

　　

２．０

２．７

　　

２．Ｉ

　　　

Ｎ６．５

　

　

　　
慶

　

Ｎ５．５

中
明度の

無
彩
色

３，Ｏ

２．５低

　　　

Ｎ３，５
明
度

　　　

Ｎ３．０
の
無

　　　

Ｎ２．４
彩
色

　　　

ＮＩ．８
明度差の記入されている組合わせが調和配色。
細い数字は明度差大と明度差小の粗合わせ、
太い数字は明度差中の粗合わせを示す。
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Ｎ８．５

Ｎ８，Ｏ
・－

”

－
高Ｂ

中ＡＢ

Ｎ７．５：中ＣＤ

Ｎ７．Ｏ 低Ａ

Ｎ６，５ 低Ｂ

Ｎ６．Ｏ

Ｎ５，５

Ｎ５．Ｏ

Ｎ４．５

Ｎ４．Ｏ

Ｎ３．５

Ｎ３．Ｏ

Ｎ２．４

（２．０）

ＮＩ．８

高Ａ

高Ｂ

中ＡＢ

中ＣＤ

低Ａ

低Ｂ 樋

中

低

高Ａ

高Ｂ

中ＡＢ

中ＣＤ

低Ａ

低Ｂ

高

中

低

高Ａ

高Ａ

１
‐

“
高Ｂ

中Ａ

高Ｂ
．

中Ｂ

中ＡＬ 中Ｃ

　　

！

　

“
！
・ 中Ｄ

中Ｂ

中Ｃ
ー

　

ー
低Ａ

低Ｂ

中Ｂ

中Ｃ

中Ｄ

低Ａ

低Ｂ

低Ａ

低Ｂ

高Ａ

Ｐ（３ｓ）

高

中

低

ｌｔｇ（３ｓ）

　　

ｂ（８ｓ）

ｄ（６ｓ）

Ｖ（９ｓ）

，ｇ（
３ｓ）

ｄｐ（８ｓ）

ｄｋ（５ｓ）

図２

　

無彩色と有彩色との基準色相互の明度関係

　　　

高は高明度色相， 中は中明度色相， 低は低明度色相の略である。

２， 無彩色と有彩色との配色

Ａ

　

無彩色と有彩色との配色の分類

無彩色と有彩色との配色において調和を求めるための要件としては， 三属性のうち明度関係と彩

度関係とが主となり， 色相が直接関与することはほとんどない． したがって無彩色と有彩色との配

色における関係は， 調和を求める場合については， 無彩色と有彩色の各トーンとの関係に置き換え

られ， トーンの設定がｖトーン， ｂトーン，ｄｐトーン，
ｌｔトーン， ｄトーン，ｄｋトーン， Ｐトーン，

ｌｔｇトーン，ｇトーンの９種であるが故に，その関係も無彩色とそれらのトーンとの組合わせからな

る９種に分類される， しかし一方の無彩色も， 無彩色と無彩色との配色におけると同様， 高明度，

中明度， 低明度の３明度域に区分して明度位置を明らかにする必要があり， その区分を加味すれば

結局の分類は２７となる．

　

無彩色と有彩色との配色における明度関係には， 図２に見るようなそうした無彩色の明度位置と

有彩色のそれぞれのトーンの明度位置との相関関係とともに， 無彩色と無彩色との配色がそうで

あったのと同様，両者の明度差が極めて重要な位置を占める．有彩色の基準色の明度は２４色相のす

べてにわたって既に定められているが， それらはトーンごとに純色明度に基づく色相区分によって

整理され， 図２のとおり， 高彩度トーン（ｖ， ｂ，ｄｐ）にあっては８段階， 中彩度トーン（ｌｔ，
ｄ，

ｄｋ）にあっては６段階， そして低彩度トーン（Ｐ，ｌｔｇ， ｇ）にあっては僅かに３段階の明度段階に
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表９

　

無彩色と有彩色との配色の分類及び明度差

有 彩 色「

　　

無 彩 色 低 明 度 の 無 彩 色

　

中明度の無彩色 高 明 度 の 無 彩 色

トーン 色

　

相 明度＼ＮＩ．０ＮＩ．８Ｎ２．４Ｎ３．０Ｎ３．５Ｎ４．０Ｎ４．５Ｎ５．ＯＮ５．５Ｎ６．ＯＮ６．５Ｎ７，０Ｎ７．５Ｎ８．ＯＮ８．５Ｎ９．ＯＮ９．５

高

　

彩

　

度

　

ト

　

ー

　

Ｖ

高
Ａ ８．０ ７・０ ６．２ ５．６ ５，Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２，Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５

Ｂ ７・０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５

　

２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．０ ２．５

中

Ａ ６．５ ５．５ ４．７ ４．１ ３，５ ３，Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．０

Ｂ ５．５ ４．５ ３，７ ３，Ｉ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １，０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０

Ｃ ５，Ｏ ４．Ｏ ３．２ ２．６ ２．Ｏ １．５

　

１・０ ０，５ ０．５ １・０ １．５ ２，Ｏ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４，０ ４．５

Ｄ ４．５ ３．５ ２，７ ２．Ｉ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２，５ ３．Ｏ ３．５ ４，０ ４．５ ５．Ｏ

低
Ａ ４．０ ３．Ｏ ２．２ １．６ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．０ ２．５ ３．０ ３．５ ４．Ｏ ４．５ ５．０ ５．５

Ｂ ３．５ ２．５ １・７ １・ｌ

　

０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０ ４．５ ５．Ｏ ５．５ ６．Ｏ

ｂ

高
Ａ ８，５ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５，５ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２，５ ２．０ １．５ １・０ ０，５ ０．５ １・０

Ｂ ８．Ｏ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ

　

３．５ ３．０ ２，５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５ ０．５ １，０ １．５

中

Ａ ７．５ ６．５ ５．７ ５．Ｉ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５ ０．５ １・０ ｉ．５ ２．Ｏ

Ｂ ７・０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．Ｏ ３．５ ３，０ ２．５

　

２．０ １．５ １・０ ０．５ ０，５ ｔ．Ｏ １．５ ２．０ ２．５
Ｃ ６，５ ５．５ ４．７ ４．１ ３，５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５ ０．５ １・０ １．５ ２，Ｏ ２．５ ３．０
Ｄ ６．０ ５．Ｏ ４．２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ

　

１．５ １・０ ０．５ ０．５ １，０ １．５ ２．０ ２．５ ８．０ ３．５

低
Ａ ５．５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ

　

２．５ ２，０ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ８．５ ４．０

Ｂ ５．Ｏ ４．Ｏ ３，２ ２，６ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｑ ２．５ ８．Ｏ ３．５ ４．Ｏ ４．５

ｄｐ

高
Ａ ６．０ ５．０ ４．２ ３．６ ３．Ｏ

　

２．５

　

２．Ｏ １，５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２，Ｏ ２．５ ３，０ ３．５

Ｂ ５．５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ

　

２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．０ ２．５ ３．０ ３．５ ４，Ｏ

中

Ａ ５，０ ４．Ｏ

　

３．２ ２．６ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０ ４，５
Ｂ ４．５ ３．５ ２．７ ２．Ｉ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２，５ ３．０ ３．５ ４．Ｏ ４．５ ５．０
Ｃ ４．Ｏ ３．Ｏ ２．２ １．６ １・０ ０．５ ０．５ １・０ ｆ．５ ２．Ｏ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５ ５．０ ５．５
Ｄ ３．５ ２．５ １，７ １，Ｉ ０．５ ０．５ １・０ ！，５ ２．Ｏ ２，５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５ ５．０ ５．５ ６．０

低
Ａ ３．０ ２，０ １．２ ０．６ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４，Ｏ ４．５ ５．０ ５．５ ６．Ｏ ６．５
Ｂ ２，４ ｉ．４ ０．６ ０．６ １・Ｉ １．６ ２．ｆ ２．６ ３．ｌ ３，６ ４．ｌ ４．６ ５．ｌ ５．６ ６．ｌ ６．６ ７・Ｉ

中

　

彩

　

度

　

ト

　

ー

ｌｔ

高
Ａ ９．０

　

８．Ｏ ７．２ ６．６ ６．Ｏ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４．０ ３，５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １，５ １・０ ０．５ ０．５
Ｂ β．５ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４，０ ３．５ ３．Ｏ ２．５

　

２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０

中
ＡＢ ８．Ｏ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４，０ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０，５ １・０ １．５
ＣＤ ７，５ ６．５ ５．７ ５．Ｉ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．０ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．０

低
Ａ ７，０

　

６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２，５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０，５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２，５
Ｂ ６．５ ５．５ ４．７ ４．Ｉ

　

３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０，５ １・０ １．５ ２．０ ２．５ ３，Ｏ

ｄ

高
Ａ ６．５ ５．５ ４，７ ４．１ ３．５ ３．０ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０，５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ
Ｂ ６．０ ５，０ ４．２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．Ｏ ２．５ ３．０ ３．５

中
ＡＢ ５，５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ

　

２．５ ２．０ １．５ １・０ ０．５ ０，５ １・０ １，５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０
ＣＤ ５．０ ４．Ｏ ３．２ ２．６ ２．Ｏ Ｌ５

　

１・０ ０，５ ０．５ １，０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５

低
Ａ ４，５

　

３．５ ２．７ ２．Ｉ １．５

　

１・０ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０ ４．５ ５．Ｏ
Ｂ ４．Ｏ ３．０ ２．２ １．６ １・０ ０．５ ０，５ １・０ ｉ．５ ２．Ｏ ２．５ ３，Ｏ ３．５ ４．０ ４．５ ５．Ｏ ５，５

ｄ１く

高
Ａ ４．０ ３．Ｏ ２．２ １，６ １・０ ０．５ ０．５ １，０ １．５ ２．０ ２．５ ３，Ｏ ３．５ ４．Ｏ ４．５ ５．０ ５．５
Ｂ ３．５ ２．５ １・７ １・Ｉ ０．５ ０，５ １・０ １．５ ２，Ｏ ２．５ ３．０ ３．５ ４，０ ４．５ ５．Ｏ ５，５ ６．０

中
ＡＢ ３．Ｏ ２．Ｏ １．２ ０．６ ０，５ １・０ １．５ ２，０ ２．５ ３．Ｏ ３，５ ４，Ｏ ４．５ ５．０ ５．５ ６．０ ６．５

ＣＤ ２．４ １．４ ０．６ ０．６ １，Ｉ １．６ ２．ｌ ２．６ ８．ｌ ３．６ ４．ｌ ４．６ ５．ｌ ５，６ ６．ｌ ６，６ ７・Ｉ

低
Ａ ２．Ｏ １・０ ０．２ ０．４ １・０ １．５ ２．Ｏ ２，５ ８．０ ８．５ ４，０ ４．５ ５．Ｏ ５．５ ６．Ｏ ６．５ ７・０ ７．５
Ｂ ヱ．８ ０，８ ０．６ １．２ １・７ ２．２ ２，７ ３．２ ３．７ ４．２ ４．７ ５．２ ５．７ ６，２ ６，７ ７，２ ７，７

低

彩

度

ト

ー

Ｐ

高 ９，０ ８．Ｏ ７．２ ６．６ ６．Ｏ ５，５ ５．Ｏ ４．５ ４．０ ３．５ ３．０ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５
中 ８．５ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４，Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０
低 β・０ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５

ｌｔｇ

高 ７・０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．０ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０

　

０．５ ０．５ １，０ １．５ ２．０ ２．５

中 ６．５ ５．５ ４．７ ４．Ｉ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １，０ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ
低 ６．０ ５．Ｏ ４，２ ３，６ ３．Ｏ ２．５ ２．０ １．５ １・０ ０．５ ０．５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ ３．５

ｇ

高 ４．Ｏ ３．Ｏ ２．２ １．６ １・０ ０．５ ０．５ １，０ １．５ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４，０ ４．５ ５．０ ５．５
中 ３．５ ２．５ １・７ １・Ｉ ０．５ ０．５ １・０ １，５ ２．Ｏ ２．５ ８．Ｏ ３．５ ４，０ ４．５ ５，Ｏ ５．５ ６．０
低 ３．０ ２．０ １．２ ０．６ ０，５ １・０ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ ８．５ ４．Ｏ ４．５ ５．０ ５，５ ６．Ｏ ６．５

色相欄の高、中、低はそれぞれ高明度色相、中明度色相、低明度色相の略である。
細い数字は無彩色の方が暗い粗合わせの、太い数字は無彩色の方が明るい粗合わせの明度差である。
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まとめられているので， 各トーンと無彩色の各明度域との明度差範囲を把握するのは容易である．
したがってそのような整理の方法を取入れた２７分類に基づき，無彩色と有彩色との配色におけるす
べての明度差を一表にまとめれば， 表９のとおりである， それは明度に関して図２から引出しうる
ものの一切を一平面に表示した形となっている， そうした中でとらえる明度差の大中小の区分につ

いては， 無彩色と無彩色との配色における区分をそのまま適用するのが妥当である， いうまでもな

く無彩色の段階が明度の基準であり， 無彩色と無彩色との配色よりも無彩色と有彩色との配色の方

が幾らか明度差が見えにくいとしても， あるいはそうであれば一層， 基準は一貫しているべきだか
らであ．る．

　

無彩色と有彩色との配色における彩度関係は， 一方の無彩色が彩度０で固定しているので， 有彩

色の彩度位置は，その彩度自体の有する特質をもって機能すると同時に，配色の彩度差に直結する，
元来無彩色と有彩色とは， 色みの有無と無彩感の有無とが互いに相反する色であって， その点この

組合わせは根本的に変化の大きい関係であり， その上彩度対比が必ず加わるので更にそれは増幅さ

れるが， 有彩色の基準色における彩度はトーンごとにまとめて定められている（図２参照） ので，
そういった根本的な変化の大小は， 配色される有彩色のトーンによって決定されると言うことがで

きる．

　

彩度差における一般的な大中小の区分は， 基準色である有彩色の相互の関係に基づいて， 高彩度

トーンと他の高彩度トーンとの組合わせ（彩度差０～１），中彩度トーンと他の中彩度トーンとの組

合わせ（彩度差０～１），低彩度トーンと他の低彩度トーンとの組合わせ（彩度差０）の最大彩度差

１までを彩度差小とし，高彩度トーンと中彩度トーンとの組合わせ（彩度差２～４），中彩度トーン

と低彩度トーンとの組合わせ（彩度差２～３）の最も広い彩度差範囲２～４を彩度差中とし， 高彩

度トーンと低彩度トーンとの組合わせ（彩度差５～６） の彩度差範囲５～６を彩度差大とするのが

妥当である． 彩度差小を同じ彩度域内相互の組合わせにおける最大彩度差１までとしたのは， 隣接

の彩度域相互の組合わせにおける最小彩度差２と同等以上であっては不合理だからであり， 彩度差

中の最大彩度差を４までとしたのも， 同様， 有彩色と有彩色との配色における離れた彩度域相互の
関係の最小彩度差５と同等以上であっては不合理だからである．

　

この区分において， 彩度差小はいわゆる等彩度， 類似彩度の関係に， 彩度差大はいわゆる対照彩

度の関係に該当する． そしてこの彩度差の大中小の区分により， 無彩色と有彩色との配色における

彩度差は， 無彩色と低彩度トーンとの組合わせが彩度差３で中， 無彩色と中彩度トーンとの組合わ

せが彩度差５～６で大， そして無彩色と高彩度トーンとの組合わせが８～９で， これは特大ともい

うべき彩度差である．

　

無彩色と有彩色との配色による一般的な感情効果は， これを大まかに把握すれば次のような三つ

の要因から生ずる． 第一は一方の色である有彩色の色相に基づく感情価が， それぞれのトーンが有

する彩度に応じて働く単純な色相効果であり， 第二はそうした色相の影響を受けながら， 無彩色と

の双立の彩度関係から生ずるいわば彩度効果であり，第三は無彩色と有彩色との両者の明度関係（明

度位置と明度差）から生ずるいわば明度効果である． 第一の色相効果は， 一方の無彩色がそうした

効果に対して全く無力で消極的であるだけに， 有彩色が一方的に働き， それだけ有彩色のトーンが

大きな意味を持ち， したがって色相自体とともに９分類をも基盤とする感情効果だと言えよう． 第

二の彩度効果は， 先に述べたように彩度差が問題の重点であり， 彩度差が大きければ強い， 鋭い，
堅いといった効果が一般に生まれやすく，彩度差が小さければその反対に弱い，鈍い，柔かいといっ
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上

　

藤

　

雄

　

也

表ｌｏ

　

無彩色の相対的明るさによって区分した無彩色と有彩色との配色の明度差範囲

有彩
＼色－－－－ミミ

彩 色 低

　

明

　

度 中

　

明

　

度 高

　

明

　

度

トーン 色相 明

　

度 １．０～４．Ｏ ４，５～６．５ ７．０～９．５

高

　

彩

　

度

Ｖ

局 ８，０～７，Ｏ ７．０～３．Ｏ ３．５～０．５ １．０～０．５ ０．５～２．５

中 ６，５～４．５ ５．５～０．５ ２．０～０．５ ０．５～２．Ｏ ０，５～５．Ｏ

低 ４．０～３．５ ３．０～０．５ ０．５ ０，５～３．Ｏ ３．０～６．Ｏ

ｂ

局 ８，５～８．０ ７．５～４．Ｏ ４，０～１．５ ｉ，５～０，５ ０．５～１．５

中 ７，５～６．０ ６．５～２．Ｏ ３，０～０．５ ０，５ ０．５
・ ０．５～３．５

低 ５．５～５．０ ４．５～１．Ｏ １．０～０．５ ０．５～１．５ １．５～４．５

ｄｐ

局 ６．０～５，５ ５．０～１．５ １．５～０．５ ０．５～１．Ｏ １，０～４，Ｏ

中 ５．０～３．５ ４．０～０，５ ０．５ ０．５ ０．５～３．Ｏ ２，０～６．Ｏ

低 ３．０～２，４ ２．０～０．６ ０．５～１，６ １，５～４．ｉ ４．０～７，Ｉ

中

・彩

　

度

ｌｔ

局 ９．０～８，５ ８，０～４，５ ４．５～２，Ｏ ２．０～０．５ ０．５～１．Ｏ

中 ８．０～

　

７．５ ７，０～３，５ ３．５～１，Ｏ １．０～０．５ ０．５～２．Ｏ

低 ７．０～６．５ ６，０～２．５ ２．５～０，５ ０．５～３．Ｏ

ｄ

高 ６．５～６，０ ５，５～２．Ｏ ２．０～０，５ ０．５ ０．５～３．５

中 ５．５～５．０ ４．５～１．Ｏ １．０～０．５ ０．５～１．５ １．５～４．５

低 ４．５～４．０ ３．５～０．５ ０．５～２．５ ２．５～５．５

ｄｋ

島 ４．０～ｔ３．５ ３．０～０．５ ０．５ ０．５～３．Ｏ ３，０～６．Ｏ

中 ３．０～２．４ ２．０～０．６ ０．５～１．６ １，５～４．１ ４．０～７．Ｉ

低 ２．〇～ヱ．８ １．０～０．２ ０．４～２．２ ２．５～４．７ ５．０～７．７

低

　

彩

　

度

Ｐ

高 ９．０ ８，０～５．Ｏ ４．５～２．５ ２，０～０．５ ０．５

中 ８，５ ７．５～４．５ ４，０～２．Ｏ １，５～０．５ ０．５～１，Ｏ

低 ８．０ ７．０～４，Ｏ ３，５～１．５ １，０～０，５ ０，５～１．５

ｌｔｇ

高 ７．０ ６，０～３，Ｏ ２．５～０．５ ０，５～２．５

中 ６，５ ５，５～２．５ ２．０～０．５ ０．５～３．Ｏ

低 ６，０ ５，０～２．Ｏ １．５～０．５ ０．５ １．０～３．５

ｇ

高 ４．Ｏ ３．０～０．５ ０，５～２．５ ３．０～５．５

中 ３．５ ２．５～０．５ ０．５ ｉ．０～３．Ｏ ３．５～６，Ｏ

低 ３．０ ２．０～０．６ ０．５～１．Ｏ １．５～３．５ ４．０～６．５

無彩色の相対的明るさ 暗 明 暗 明 暗 明

色相欄の高、中、 低はそれぞれに高明度色相、中明度色相、低明度色相の略である。

た効果が一般に生まれやすい， といった問題である． そうした彩
度差の分かれる元は有彩色のトー

ンであるから， これも９分類を基盤に置く感情効果である．
第三の明度効果は， 明度位置が双方と

もに高ければ明るく，軽く，逆に低ければ暗く，重く，また明
度差が大きければ一般に鋭く，堅く，

逆に小さければ一般に鈍く，柔かい，といった効果である．そうした
感情効果の違いは２７分類を基

盤とするものである．

　

そうした配色の感情効果は， 以上のような要因の有機的な関連の中から醸
成されるが， 感情効果

を求める方式は分析的でなければならず， その基盤が表９の９分類（細分類２７）であることは
上述

のとおりである． いうまでもなく調和を求める方
式もまた表９に見られる分類が基礎であ１）， した

がって無彩色と有彩色との配色における感情効果を求める方式と調和を求める方式とは，９分類（
細

分類２７） を共通の基盤として表裏の関係にあるということができる，

　

無彩色と有彩色との配色の特質が， 無彩色と無彩色との配色におけるそれと大き
く異なるものと

してとらえられる点は， 色相の有無と彩度差の有無といっ
た自明のもののほか， 彩度差が等しいとき

２８２
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であっても，同じ明度差の組合わせが無彩色の方が明るい場合とその逆の場合との２種に分かれ（表

９），その２種の組合わせ方のいずれであるかによって配色の性格にかなりの相違が生ずるという事

実である， それは配色される２色が全く性質の反する無彩色と有彩色とであるという基本的な条件

と関連し， その２色の刺激の強さの相対的な度合と直接に結びつく， いうまでもなく無彩色と有彩

色との比較では有彩色の方が刺激が強く， その強さは彩度が高い程増す． また無彩色と有彩色との

双方を含めて明度の上での差がある場合には， 明度の高い方が相対的に刺激が強く， その強さは明

度差が大きく明度が高い程増大する， したがって彩度の上で刺激の弱い無彩色の方が明るい組合わ

せは， 刺激の度合から両者の力のバランスがとれる方向に向かい， その逆の組合わせは刺激の強さ

が有彩色の方にのみ集中してバランスを崩す方向に向かうという， 配色の性格の大きな違いを招来

するのである．

　

そのような性格の異なる配色を明確に区分するため，表９を整理し，細分類２７の一つ一つについ

て， 無彩色の方が相対的に明るい場合の明度差範囲と， 無彩色の方が相対的に暗い場合の明度差範

囲とを分けてまとめたのが表１０である．

Ｂ

　

無彩色と有彩色との配色の調和

　

無彩色と有彩色との２色の配色における調和に関しては， 大島正光が無彩色との組合わせについ

て，「これでよいとされる組合わせのものは，先に無彩色同志の組合わせについてみた明度差にほぼ

一致していることから， 明度差が適当な大きさであるように無彩色と純色とが組合わせられた場合

が好ましい組合わせである（４）」と，調査に基づく表を提示して述べている．大島が無彩色と有彩色と

の配色に関する調査にあたって純色を用いたのは， それが有彩色の各色相を代表する色であり， し

かも日本色彩研究所の旧表色系にあって， どの色相にも共通する色価の固定した唯一の色だったか

らで， それ以上の意図があったのではなかろうと思われる． しかし彩度差の最も大きい無彩色と純

色との配色における調和明度差が， 彩度差の全くない無彩色と無彩色との配色におけるそれとほぼ

一致するという前段の結論は， まず一つの問題を提起している， すなわち， 最大の彩度差によって

既に変化への傾斜を強くもつが故に， 統一の方向へ導くべき無彩色と純色との配色における調和明

度差と， 本来的に統一的傾向の大きい組合わせであるが故に， 変化への方向性をより強めるべき無

彩色と無彩色との配色における調和明度差とが， ほぼ一致しているという， 変化と統一との関連に

ついての一般論－－ 二つの要素の一方が変化に向かうとき，他方の要素は統一の方向をとらなけれ

ば調和には至らないという通説 －－ に反する結論となっているからである．またこのことについて

の星野昌一の資料－－ 無彩色との彩度差が大きくなるのとほぼ反比例する形で，その無彩色との適

量明度差が小さくなっていく表｛５）－－ ともそれは明らかに反しているからである．そこで無彩色と

純色との調和明度差を調査し， それと， 無彩色と無彩色との調和明度差との異同に関してとらえる

ことを目的とした検討が必要になってくる．

　

検討４

　　

無彩色と純色との配色における純色には， ｖ５， ｖ１２， ｖ２， ｖ１８の４色を選定

　　

した， その理由は，（１）機， 緑， 赤， 青と色相に変化がある，（２）最もよく用いられるという意味

　　

で日常性の強い色相である．（３）明度が６，５，５，５．４，５，３，５と１，０刻みで段階づけられている．

　

（４）高明度と中明度， 中明度と中明度， 中明度と低明度， 低明度と低明度の諸関係について見ら

　

れる可能性をもっている（高明度と高明度の組合わせが得られない点に関しては， 高明度と中

　　

明度の組合わせが多様に得られるので牛寺に必要なく， 高明度と低明度の組合わせはここでは問

　

題にならない），といった点である．これらの純色はいうまでもなく日本色彩研究所の新表色系
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表１１

　

無彩色と純色との配色における各明度差について調和すると判断された数とその

　　

率（最小調和明度差についての検討）

配色
ｉ純色（明度）

ド ー
“
無彩色

　

明

ｖ５（６．５） ｖｉ２（５．５） ｖ２（４．５） ｖ１８（３．５）

Ｎ７．５ Ｎ８，Ｏ Ｎ８．５ Ｎ６．５ Ｎ７．０ Ｎ７．５ Ｎ６．０ Ｎ６．５ Ｎ７，Ｏ Ｎ５．Ｏ Ｎ５．５ Ｎ６．Ｏ

１・０ １．５ ２．Ｏ １，０ １．５ ２．Ｏ １．５ ２．Ｏ ２．５ １．５ ２．Ｏ ２，５年次（人数）
１（８） ３ ７ ８ ２ ６ ８ ３ ５ ８ ０ ４ ７

２（８） ｌ ６ ７ ０ ５ ８ ０ ４ ６ Ｉ ５ ８

３（９） ４ ８ ９ Ｉ ５ ９ ０ ６ ８ Ｉ ５ ８

計（２５） ８ ２１ ２４ ３ １６ ２５ ３ １５ ２２ ２ １４ ２３

率

　　　

％ ３２ ８４ ９６ １２ ６４ １００ １２ ６０ ８８ ８ ５６ ９２

無彩色の方が明るい組合わせ

己色ｉ繊麗覇琶

　

明度差

ｖ５（６．５） ｖ１２（５，５） ｖ２（４，５） ｖ１８（３．５）

Ｎ５．５ Ｎ５．Ｏ Ｎ４．５ Ｎ４．５ Ｎ４．Ｏ Ｎ３，５ Ｎ３，Ｏ Ｎ２．４ ＮＩ．８ ＮＩ．８ Ｎ１，０

１・０ ｉ，５ ２．Ｏ １，０ １．５ ２．Ｏ １．５ ２，Ｉ ２，７ １，７ ２，５年次（人数） ＼
１（８） ４ ６ ６ Ｉ ５ ７ ２ ５ ５ ３ ６

２（８） ３ ６ ７ ２ ４ ７ ３ ６ ７ ２ ６

３（９） ３ ７ ７ ２ ５ ８ Ｉ ７ ７ ４ ７

計（２５） ｌｏ １９ ２０ ５ １４ ２２ ６ １８ １９ ９ １９

率

　　　

％ ４０ ７６ ８０ ２０ ５６ ８８ ２４ ７２ ７６ ３６ ７６

ｂ

　

無彩色の方が暗い組合わせ

　

の標準色で， 大島が用いた旧表色系の純色とは異なっている， その基本的な相違点は， 前者が

　

色相の如何にかかわらず純色彩度が等しくなっているのに対して， 後者の純色彩度は色相に

　

よってかなりな相違があるということである． 大島自身は純色彩度の違いについて触れてはい

　

ないが， しかし今はそのことを問題にする必要はない． それは旧表色系における純色彩
度と新

　

表色系におけるそれとの相違は， 純色の色自体が多少は違うとしても， 基本的には彩度の解釈

　

に基づくものであって，色相によって彩度の異なる旧表色系の純色も，新表色系の飽和度によっ

　

て解釈すれば， ほとんど彩度に違いはないからである．

　　

それらの純色と組合わされる無彩色は， 高明度と中明度， 中明度と中明度又は低明度， 低明

　

度と低明度， の３種の関係において， それぞれ無彩色と無彩色との配色における最小調和明
度

　

差を中心とした明度差のものを選んだ．それらの配色の中から『調和すると判断した組合わせ』

　

を選び出させ，３年間にわたって計２５名の学生を対象として実施した結果を，無彩色の方が明

　

るい組合わせと， その逆になっている組合わせとに分けて整理したのが表１１である．

　　

純色ごとの最小調和明度差を表１１によってとらえると，無彩色の方が明るい組合わせにあっ

　

ては， ｖ５におけるＮ８．０との明度差１．５， ｖ１２におけるＮ７．０との明度差１．５， ｖ２におけ

　

るＮ６，５との明度差２．０，．ｖ１８におけるＮ５．５との明度差２．０であって， 前の２
組はいずれも

　

高明度と中明度の組合わせ， 後の２組は中明度と中明度及び中明度と低明度の組合わせになっ

　

ており， それらの最小調和明度差は， 無彩色と無彩色との配色における最小調和明度差と等し

　

い．一方無彩色の方が暗い組合わせにあっては，ｖ
５におけるＮ５．０との明度差１．５，Ｖ１２に

　

おけるＮ４．０との明度差１，５， ｖ２におけるＮ２，４との明度差２．１， ｖ１８におけるＮＩ．０との

２８４
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明度差２．５であって， 後の２組は別として， 前の２組は， 無彩色と無彩色との配色における最

　　

小調和明度差が２．０になっている中明度と中明度， 及び中明度と低明度の組合わせであるにも

　　

かかわらず， その最小調和明度差は１，５よりない，

　

以上の検討の結果，無彩色と純色との組合わせについての，「これでよいとされる組合わせのもの

は，先に無彩色同志の組合わせについてみた明度差にほぼ一致している……」という大島の提言は，
無彩色の方が明るい組合わせである場合についてという条件のもとでではあるが， それを新表色系

における基準色相互の関係に置き換えても正当であることが確認された， そうした結果について考

えられることは， 一つには境界の明瞭さとあいまいさとに関する問題であり， 今一つは先に触れた

ところの， 配色された２色の刺激の度合によるバランスの問題である．

　

一般にあいまいさは不調和に結びつくと言われているが， そのあいまいさは２色の接する境界の

不明瞭なことに起因することが多く， 境界の不明瞭さは２色の明度差の不足に基づくことがほとん

どである．「色彩調和を考える場合に明度を除外して考えられないほど重要な役割を果たしている
｛６）」と星野が言うように，調和における明度の位置づけは極めて高いが，明度差が重視されるそのこ

と自体が，実はこの明瞭さとあいまいさとにかかわっているのであり，殊にその最小調和明度差は，
明度差によってあいまいさを脱する最小必要条件だといって言い過ぎではない， その最小必要条件

は次のようになっている， すなわち， 無彩色と無彩色との配色は彩度差がなくその点で変化はない

が， それ故にかえって明度差が見え易く， そのため最小限度の変化を与える最小調和明度差は比較

的小さくてもよい． それに対して無彩色と純色との配色では彩度差が大きいためにかえって明度差

が見えにくく， 境界のあいまいさから脱しきるにはある程度大きめの明度差が最小必要条件として

要求される． そうした相反する関係になっているのである，

　

今一つの問題である配色された２色の刺激の度合によるバランスは， 無彩色と純色との配色に

あって， 殊に無彩色の方が明るい組合わせにあっては， その明度差がある程度大きくないと適切な

ものにはならない， それが無彩色と無彩色との配色における最小調和明度差と， 無彩色と純色との

配色における最小調和明度差とがおおむね等しいとされる条件－－『無彩色の方が明るい組合わせ

である場合』 という条件－－につながるのである．

　

この２点は微妙に相互に関連し， その微妙な相乗の結果が， 先の検討４の結論を生み出したもの

と言えよう．

　

しかし無彩色と純色との配色において， その調和不調和を左右する基本的要件が彩度差と明度差

との相関関係であるのはいうまでもなく，旧表色系における純色彩度の違いを不問に付した大島が，
前掲の提言の後段で「明度差が適当な大きさであるように無彩色と純色とが組合わせられた場合が

好ましい組合わせである」と述べているのも当然のことである． このことは， 単に無彩色と純色と

の配色についてのみならず，ひいては無彩色と純色以外のそれぞれに等彩度である有彩色群－－例

えばあるトーンに属するすべての基準色－－との配色において，明度差が適当な大きさであれば，
それのみで調和の要件の大部分が充たされたことになるという， より一般的な結論に導かれる． そ

れは， 無彩色と有彩色との配色における調和の要件が， 彩度差との相関関係を基本とするとはいい

ながら， 実質の働きにおいては， 明度差こそ基本的な調和の要件であって， 彩度差はその明度差に

対する前提条件であることを意味する．

　

以上に基づいて，表７の『無彩色と無彩色との配色における調和明度差』の数値を表１０に適用す

れば， 無彩色と有彩色との配色における調和明度差の第一次案ともいうべきものができるが， その

ためには，表１０における有彩色の色相分類を， 実際の明度範囲によって， 高明度，中明度， 低明度

の各明度域ごとの区分にすべて置き直す必要がある， その明度範囲に基づく実際の明度差範囲と，
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表１２

　

無彩色と有彩色との配色における明度差範囲と、 無彩色と無彩色との配色における

調和明度差範囲

：＼－＼～＼＼－墨彩
色有彩色

トーン

　

色 相

　

明 度＼
低

　

明

　

度 中

　

明

　

度 高

　

明

　

度

１．０～４．Ｏ ４．５～６．５ ７．０～９．５トーン 色

　

相

局

　

彩

　

度

Ｖ

局 ８．０～７，Ｏ 高
７．０～３．ｏｌ ３，５～０．５ １，０～０．５

　

』 ０，５～２．５

（３．０－－５．７） （１．５～５．０） （１．５～２．５）

中 ６．５～４．５ 中
５．５～０，５ ２，０～０．５１ｏ，５～２．０ ｌ

　

ｏ，５～５．Ｏ

（２．ｏ～５．５） （２．ｏ） （１．５～５．ｏ）

低 ４，０～３，５ 低
３．０～ｏ，５１ ｏ．５ ｌ

　

ｏ．５～３．Ｏ ３．０～６．Ｏ

（２．５－－３．ｏ） （２．０－－５．５） （３．０－－５．７）

ｂ

高，中台 ８．５～７．Ｏ 局
７，５～３，ｏ

　

ｌ ４．０～０．５ １．５～ｏ．５１ｏ．５～２．５

（３．０～５．７） （１．５～５．０） （１，５～２．５）

鴫低 ６．５～５，Ｏ 中
５．５～１．Ｏ ２，０～０，５１ｏ．５～１．５ ｌ

　

ｏ．５～４，５

（２．０－－５．５） （２．０） （１，５～５．０）

ｄｐ

高，中台 ６，０～４．５ 中
５．０～ｏ．５１ １．５～ｏ．５１０，５～２．０ １．０～５．Ｏ

（２．０～５，５） （２．０） （１．５～５．ｏ）

鴫イ氏 ４．０～２，４ 低
３．０～０．５

　

１

　

０，５～１．６ ０．５～４．Ｉ ３，０～７．Ｉ

（２，５～３．０） （２，０～５，５） （３．０～５．７）

中

　

彩

　

度

ｌｔ

高，中，低Ａ９，０～７．Ｏ 局
８．０～３．Ｏ ４．５～０．５１ ２．０～０．５１０．５～２．５

（３．０～５．７） （１．５～５，０） （ｉ，５～２．５）

低Ｂ ６，５ 中
５．５～２，５１ ２．０～０．５ ０．５～３．Ｏ

（２．０－５，５） （２．０） （１．５～５．０）

ｄ

高，中，低Ａ６．５～４，５ 中
５，５～０．５ ２，０～０．５

　

１

　

０．５～２．０ ｌ

　

ｏ，５～５，Ｏ

（２．０－５，５） （２．ｏ） （１．５～５．０）

低Ｂ ４，Ｏ 低
３．０～０．５１ ｌ

　

ｏ．５～２．５ ３．０～５．５

（２．５～３，ｏ） （２．０～５．５） （３．０－５．７）

ｄｋ 高，中，低 ４．０～ヱ，８ 低
３．０～０．２１ｏ．４～２．２ ０．５～４．７ ３．０～７．７

（２．５～３．０） （２．０－－５．５） （３．０～５．７）

低

　

彩

　

度

Ｐ 高．中，低 ９，０～８，Ｏ 高
８，０～４．Ｏ ４．５～１．５１ ２．０～０．５１ｏ．５～１．５

（３．０－－５．７） （１．５～５．０） （１．５～２．５）

ｌｔｇ

高 ７，０ 高
６．０～３．ｏ

　

』 ２．５～０．５１ ０．５～２．５

（３．０～５．７） （ｉ，５～５．０） （１．５～２．５）

中，低 ６．５～６，Ｏ 中
５．５～２．Ｏ ２，０～０，５

　

ー ０．５ ０．５～３，５

（２，０－－５．５） （２．０） （１，５～５．ｏ）

ｇ 高，中，低 ４，０～３，Ｏ 低
３．０～０，５１ｏ．５～１．０ ｉ

　

ｏ．５～３，５ 毛

　

３・０～６．５

（２．５～３．０） （２．０－－５．５） （３，０－－５．７）

無彩色の相対的明るさ 暗

　　

１

　　

明 暗

　　

１

　　

明 暗

　　

１

　　

明

括弧内の数字は無彩色と無彩色との配色における調和明度差範囲を示す。
色相欄の高、中、 低については表１０と同じ。

そこに該当する無彩色と無彩色との配色における調和明度差範囲とを併記すれば表１２のとおりで

ある．

表１２に基づいて更に考えなければならない点が幾つかある．第一は，無彩色の方が明るい組合わ

せとその逆の組合わせとでは，最小調和明度差に違いがあるのではないかという点であり，第二は，
有彩色の基準色はトーンによって彩度に異同があるが， それが最小調和明度差にどのような影響を

与えるかという点であり， そして第三は， それぞれにおける最大調和明度差はどのように定めるべ
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きかということである．

　

第一の， 無彩色の方が相対的に明るい場合とその逆の場合とにおける最小調和明度差の違いにつ

いては， 星野がＮ６，０とＮ７．０とにおける調和配色の具体例として， 他の組合わせを含んだ種々の

例示の一部として示している｛７）． それによれば， Ｎ６．０の場合， 無彩色の方が明るいときの最小調

和明度差は１．５で，その逆の組合わせにおける最小調和明度差は１，０，同様前者が３．０のとき後者は

２，０となっており， またＮ７．０の場合， 無彩色の方が明るいときは４．０でその逆のときは１．５， 同様

前者の最小調和明度差が４，０であるとき後者のそれは２，０となっている． その両者の比率がまちま

ちなのは， 星野の資料では同時に彩度差がかかわっているからであって， 無彩色の方が相対的に明

るい組合わせであるときに， その逆の組合わせの場合よりもいずれも明度差が大きいという基本的

な点では一致している． これを裏返せば， 同じ明度差であるとき， 前者の方が明度差が小さく感じ

られ， 後者の方が明度差が大きく感じられるということである． このことについて星野自身はなに

も触れていないが， これは先にも触れた刺激の強さのバランスに関したものと解釈するのが妥当で

ある． つまり， 無彩色の方が明るい組合わせにおける刺激の強さは， 明度の上の力と彩度の上の力

とが無彩色と有彩色との双方に分散し， その逆の組合わせにおける刺激の強さは， 明度と彩度の両

方の力がともに有彩色の方に集中し，それだけ後者の方が明度の力が弱くて－－ 明度差が小さくて

－－つりあうのであり， それが最小調和明度差を違わせる原因になっている． そのような， 無彩色

と有彩色との明度関係を軸とした組合わせ方の相違に基づく最小調和明度差の違いは， 星野が示し

た程に大きくはなく， 検討４の資料（表１１）でも明らかなようにそれはおおむね０，５である， すな

わち表１１において，ａ（無彩色の方が明るい組合わせ）におけるｖ２とＮ６，５の組合わせが明度差

２．０で，中明度と中明度との配色の最小調和明度差であるのに対して，それに匹敵するｂ（無彩色の

方が暗い組合わせ）におけるｖ５とＮ５．０の組合わせにおける明度差は１．５で， 中明度と中明度と

の配色における最小調和明度差として先の２．０より０．５少なく，同様ａにおけるｖ１８とＮ５．５の明

度差が２．０で，それに匹敵するｂにおけるｖ１２とＮ４，０の明度差１，５は，やはり最小調和明度差と

して前者より０．５少ない． この違いは， 彩度差が大きい程大きいと思われがちであるが， 中彩度，
低彩度両トーンの有彩色に関して感覚的に検討した結果は， 有彩色が純色である場合とほとんど変

らないのである， それは， 無彩色の方が明るい組合わせとその逆の組合わせと， その双方に同じ有

彩色の彩度がかかわるからだと考えられる．

　

第二の， 彩度差の違いが最小調和明度差にどのような影響を与えるかについては， 既に触れたよ

うに， 有彩色の彩度が低くなる－－無彩色との彩度差が小さくなる－－のと反比例する形で最小

調和明度差が大きくなっていく表を星野は提示しているのであるが， その表の中で星野は， 平均的

最大彩度差における適量明度差１に対して， 実際的最小彩度差における適量明度差を２としてい

る｛８）． それは１を増した数としてではなく２倍にした数としての２である． この場合， 平均的最大

彩度差は一応無彩色と純色との配色における彩度差に該当し， 実際的最小彩度差は一応無彩色と低

彩度トーンの有彩色との配色における彩度差に該当するものととらえることができる， したがって

基準色相互の配色に読み換えれば， 無彩色と純色との配色における最小調和明度差に対して， 無彩

色と低彩度トーンの有彩色との配色における最小調和明度差はその２倍が適切だということにな

る． 彩度差と明度差との一般的な相関関係については， 星野自身が， 有彩色と有彩色との配色に関

してではあるが，「彩度差が大きいときは明度差がやや少なくてよく， 弱いときには明度差を高め

る｛９）」と一括した形で述べているとおり，変化と統一との原則に照らして基本的に正しい，問題はそ

力数値である． つまり， 彩度差の相違によって最小調和明度差が異なるとすれば， それはどの程度

であるかを見るための検討が必要である，
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表１３

　

無彩色と有彩色との配色における各明度差について調和すると判断された数

　　

とその率（彩度差の違いが最小調和明度差に及ぼす影響についての検討）

一
有彩色（明度）

＼

　　

無彩
、ミ

」Ｌ

明股‘ー
遡

　

＼

　

年次（人数）

Ｖ１０（７．ｏ） ｌｔｇｌｏ（７．ｏ） ｖ１８（３．５） ｇ１８（３．ｏ）

Ｎ８．Ｏ Ｎ８．５ Ｎ９．０ Ｎ８．０ Ｎ８．５ Ｎ９．０ Ｎ５．０ Ｎ５．５ Ｎ６．０ Ｎ５．Ｏ Ｎ５．５ Ｎ６．０

１・０ １．５ ２．Ｏ １，０ １．５ ２．Ｏ １，５ ２．Ｏ ２，５ ２，Ｏ ２．５ ３，Ｏ

１（８） ３ ７ ８ ｌ ４ ７ ０ ４ ７ Ｉ ６ ７

２（８） ２ ６ ８ ０ ３ ６ ｌ ５ ８ Ｉ ４ ７

３（９） ３ ８ ９ Ｉ ５ ７ Ｉ ５ ８ ２ ５ ８

計（２５） ８ ２１ ２５ ２ １２ ２０ ２ １４ ２３ ４ １５ ２２

率

　　　

％ ３２ ８４ １００ ８ ４８ ８０ ８ ５６ ９２ １６ ６０ ８８

　

検討５

　　

純色と低彩度トーンの色とが等色相で等明度である有彩色としてｖｌｏと１ｔｇｌｏと

　　

を選び， それらが高明度であるため， 今一つ低明度の色としてｖ１８とｇ１８とを選んだ， 後者

　　

は等色相ではあるが明度には０，５の違いがある， 基準色相互の関係では低明度の色には等色相

　　

等明度のものがないので止むを得なかった． このようにして選んだ２色相は， 無彩色との組合

　　

わせにおいて高明度と高明度， 高明度と中明度， 中明度と低明度， 低明度と低明度の諸関係に

　　

いきわたるものであったが，無彩色と有彩色との配色における調和明度差の基準となるのが『無

　

彩色の方が明るい組合わせ』 であると結論づけているため， その逆の組合わせについては整理

　　

の段階で割愛した．表１３はその結果について，有彩色が１０・ＹＧである場合と１８・Ｂである場

　

合とを， それぞれ比較しうるように配置したものである．

　　

それで見ると，ｖｌｏとＮ８．５との明度差１．５の組合わせは調和すると判断されているのに，

　

ｌｔｇｌｏとＮ８，５との明度差１，５の組合わせは調和すると判断されるに至らず， この場合最小調

　

和明度差はＮ９．０との明度差２．０になる． 同様にｖ１８（明度３．５）とＮ５．５との明度差２．０の

　

組合わせは調和すると判断される結果であるのに， ｇ１８（明度３，０）とＮ５．０の明度差２．０の

　

．組合わせは全くといっていい程問題にされず， 最小調和明度差はＮ５．５との明度差２．５になっ

　　

ている． いずれも無彩色と低彩度トーンの有彩色との配色における最小調和明度差が， 無彩色

　　

と純色との配色における最小調和明度差よりも０，５多いことで一致している．

　　

純色以外の高彩度トーン及び中彩度トーンの有彩色と無彩色との配色に関する結果は幾分未

　　

熟である． それは別の時期に数名の学生と筆者とによって検討したもので， 一覧表の形に作成

　　

した配色表をトーンごと整理し， 黒のマスクを用いてその調和不調和を各自判断していった．

　　

その判断をトーンごとに集約した上， 更に筆者が感覚的に確認しながら結論を出していった，

　　

したがって数的にその結果を表示することはできない． ただ表１３にあるものも含めすべての

　　

トーンにわたって実施し，色相も１０・ＹＧ と１８・Ｂとを含めてより広くにわたったが，表１３に

　　

あるものについては基本的に結果が一致した， そして， 無彩色と高彩度トーン（ｂ，ｄｐ）との

　

配色における最小調和明度差は無彩色と純色との配色のそれとおおむね等しく●， 無彩色と中彩

　

度トーンの配色における最小調和明度差は無彩色と低彩度トーンとの配色におけるそれと等し

　

い， というのがその結論であった，

　

そのように僅かな明度差の違いでいい理由は， 彩度差が減ずることによって明度差を増す必要が

生ずる反面， 彩度差が減ずることによって明度差が見えやすくなり， その両者が感覚的に互いに相

殺する結果だと考えられる，
以上， 第一の点と第二の点とを総合して， 無彩色と有彩色との配色における最小調和明度差の加
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表１４

　

無彩色と有彩色との配色における最小調和明度差の加減数

　

無彩色の相対的明るさ

　　

加減の根拠、計

有彩色のトーン（彩度の関係）

暗 ，

　　　　　

明

（ａ） （ｂ） 計 （ａ）， （ｂ） 計

高彩度トーン（彩度差特大）

－０．５

０ ‐０．５

０

０ ０

中彩度トーン（彩度差 大） ＋０．５ ０ ＋０．５ ＋０，５

＋０．５ ０ ＋０．５ ＋０，５低彩度トーン（彩度差 中）

（ａ）無彩色の相対的明るさに基づく加減数

（ｂ）彩度差に基づく加減数
計 （ａ）と（ｂ）との差引による最終的加減数

表１５

　

無彩色と有彩色との配色における最小調和明度差

　

有彩色のトーン区分
＼＼、上

　　

系構＼

　　　　

彩度の関係）
明度の関係

高彩度トーン

（彩度差特大）

中彩度トーン

（彩度差大）

低彩度トーン

（彩度差中）

高彩度トーン

（彩度差特大

中彩度トーン

（彩度差大）

低彩度トーン

（彩度差中）

高 明

　

度 と 高 明 度

高 明 度 と 中

　

明 度
１・０ １，５ １．５ １，５ ２，Ｏ ２．Ｏ

中

　

明 度 と 中

　

明 度

中

　

明 度 と 低 明 度
１．５ ２，Ｏ ２．Ｏ ２，Ｏ ２，５ ２，５

低 明 度 と 低 明 度 ２，Ｏ ２．５ ２，５ ２．５ ３．Ｏ ３，Ｏ

高 明 度 と 低 明 度 （３，０） （３，ｏ） （３，ｏ） （３．０） （３，ｏ） （３．０）

無彩色の相対的明るさ 暗 明

｛１）高明度と低明度との関係における（３．０）はこの組合わせの最小明度差である。

（２）中明度と中明度との関係には２．５以上の明度差は含まれていない。

減についてまとめれば表１４のとおりであり，その加減によって調整された最小調和明度差を
一覧表

にまとめれば表１５のとおりである．

　

第三の最大調和明度差については， 最小調和明度差においてと同様， まず無彩色と無彩色との配

色における最大調和明度差を適用し，更に表１４の加減数をもそれに加味して考察するのが順序で
あ

ろう．それは表１２における括孤内の最大調和明
度差と実際の明度差との比較から始まるものである

が， その中で問題になるのは， 実際の明度差の方が大きい組合わせを含んだ幾つかの
配色関係にす

ぎない．それらを表１２から取出せば次のとおりである．①
低明度の無彩色とｖトーンの高明度色相，

②低明度の無彩色とｂトーンの高明度色相及び中明度ＡＢ色相，③低明度の無彩色と１ｔトーンのほ

とんどの色相，④低明度の無彩色とＰトーンのすべての色相，⑤
低明度の無彩色と１ｔｇトーンの高明

度色相，⑥高明度の無彩色とｖトーンの低明度色相，⑦高明
度の無彩色とｄｐトーンの低明度色相及

び中明度色相の一部，⑧高明度の無彩色とｄｋトーンのほとんどの色相，⑨高明
度の無彩色とｇトー

ンの中明度色相及び低明度色相． 以上を通覧すれば， 括孤内の最大調和明
度差より実際の明度差の

方が大きい組合わせを含む配色関係は， 一方の無彩色がすべて高明度か低明度だということが
分か

る．つまりこれを大きく２分すれば，無彩色の方が暗
い組合わせ 一一方が低明度の無彩色である

組合わせ＝①②③④⑤－－ と， 無彩色の方が明るい組合わせ－－一方が高明度の無彩色である
組

合わせ＝⑥⑦⑧⑨－－ とになり，もし表１４の加減数をそれに加味すれば，前者においては，①
と②

は有彩色が高彩度であるため最大調和明度差は５．７より０．５少ない５．２となるが， ③④⑤は有彩色

が中彩度以下であるため最大調和明度差は５．７そのままである． また後者においては， ⑥と⑦は有
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表１６

　

無彩色と有彩色との配色における調和明度差範囲

、＼＼＼、＼＼＼＼
無彩じ色

有 彩色
トーン

　

色

　

相

　　

明

　

度 ＼＼

低

　

明

　

度 中

　

明

　

度 高

　

明

　

度

１．０～４．Ｏ ４．５～６．５ ７．０～９．５トーン 色

　

相

局

　

彩

　

度

Ｖ

高 ８，０～７，Ｏ 局 ７．０～３．Ｏ ３．５～１，Ｏ １．０ １．５～２．５

中 ６．５～４，５ 中 ５．５～１．５ ２．０～１．５ ２，Ｏ １，５～５，Ｏ

低 ４，０～３．５ 低 ３，０～２，Ｏ ２．０～３．Ｏ ３．０～６．Ｏ

ｂ
高 中ＡＢ８，５～７．Ｏ 高 ７．５～３．Ｏ ４．０～１．Ｏ １．５～１．Ｏ １．５～２．５

中ＣＤ低 ６．５～５，Ｏ 中 ５．５～１．５ ２．０～１．５ １．５～４．５

ｄｐ
高

　

中ＡＢ６．０～４．５ 中 ５．０～１．５ １．５ ２．Ｏ １．５～５．Ｏ

中ＣＤ低 ４．０～２．４ 低 ３．０～２．Ｏ ２．０～４，Ｉ ３，０～７，Ｉ

中

　

彩

　

度

ｌｔ
高中低Ａ ９，０～７．Ｏ 局 ８，０～３．Ｏ ４．５～１．５ ２．０～１，５ ２．０～２．５

低Ｂ ６，５ 中 ５．５～２．５ ２．Ｏ ２．０～３．Ｏ

ｄ
高中低Ａ ６，５～４．５ 中 ５．５～２．Ｏ ２．Ｏ ２，０～５．Ｏ

低Ｂ ４．Ｏ 低 ３．０～２．Ｏ ２．５ ３．０～５．５
ｄｋ 高

　

中 低 ４．〇～ヱ，８ 低 ３．０～２．Ｏ ２．５～４，７ ３．０～７，７
低

彩
度

Ｐ 高 中

　

低 ９，０～８，Ｏ 高 ８．０～４，Ｏ ４．５～１，５ ２．０～１．５

ｌｔｇ
高 ７．０ 局 ６．０～３，Ｏ ２．５～１，５ ２．０～２．５

中 低 ６．５～６．Ｏ 中 ５．５～２．Ｏ ２，Ｏ ２，０～３．５

ｇ 高

　

中 低 ４，０～３，Ｏ 低 ３，０～２．５ ２．５～３．５ ３．０～６．５

無彩色の相対的明るさ 暗 明 暗 明 暗 明

彩色が高彩度であるため最大調和明度差は５，７そのままであるが， ⑧と⑨は有彩色が中彩度以下で

あるため最大調和明度差は５．７より０．５多い６．２となる．

　

すなわち，明度差の大きい高明度と低明度との配色において，最大調和明度差は５．２，５．７，６．２の

３段階に分かれ， それぞれその明度差を越えた組合わせは調和配色から除外される， という仮説が

成立する． しかしその仮説に基づいて， 調和不調和の境界を明白にしようとするこれまでの度重な

る検討は， そのたびに異なった結果を招来して全体を混乱させている． そうした結果については次

のようなことが考えられる．（１）先に触れた如く無彩色と無彩色との配色における明度差よりも， 無

彩色と有彩色との配色における明度差の方が感覚的にとらえにくく， それだけ後者の方が明度差を

大きく感じないこと．（２）表９で明らかなとおり， そのように明度差の大きい配色をもたらす高明度

及び低明度の無彩色の大部分が， 白もしくは黒と， 明度対比によって白もしくは黒に準じた働きを

する色とであり， そして白もしくは黒と有彩色との配色については， それに対する好みが一般的に

かなり強いということ．（３）明度差の′」・さい組合わせについては『あいまいさ』 が根拠となってある

程度判断の方向が一致してくるが，明度差の大きい組合わせについてはそうした根拠が明白でなく，
好みともかかわって判断に揺れが生じやすいこと．－－そのように考えれば， 無彩色と有彩色との

配色における最大調和明度差は特に定めない方が妥当であろうし， 少なくとも今はそれを定めるべ

きではなく， 一応明度差の大きいすべての組合わせを調和配色の中へ組入れておくべきであろう．
以上により，表１５の最小調和明度差を適用して表１２を調和明度差一覧表に整理すれば表１６のと

おりであり， またその調和明度差を表９の上に具体的に展開すれば表１７のとおりである，

２９０
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表１７

　

無彩色と有彩色との配色における調和配色の分布

有 彩
一
言÷÷－－－－

無
ニニ
彩 色 低 明 度 の 無 彩

　

色 中明度の無彩色 高

　

明 度 の 無 彩

　

色

トーン 色

　

相 明度 ＮＩ．ＯＮ１，８Ｎ２．４Ｎ３．０Ｎ３．５Ｎ４．０Ｎ４，５Ｎ６．０Ｎ５．５Ｎ６，０Ｎ６，０Ｎ７．０Ｎ７．５Ｎ８，０Ｎ８，５Ｎ９．ＯＮ９．５

高

　

彩

　

度

　

ト

　

ー

Ｖ

高
Ａ ０ ７・０ ６，２ ５．６ ５．０ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ Ｌ５

Ｂ ７０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４，０ ３．５ ３．Ｏ ２．５

　

２．Ｏ １．５ １，０ １．５ ２．０ ２，５

中

Ａ ６ ５．５ ４，７ ４．Ｉ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １．５ ２，Ｏ ２．５ ８．０

Ｂ ５５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ ２．５ ２．Ｏ １．５ １．５ ２，０ ２．５ ３，０ ３．５ ４，０

Ｃ ５０ ４．Ｏ ３．２ ２，６ ２．Ｏ １．５ ２．Ｏ ２．５ ３．０ ３，５ ４．０ ４，５

Ｄ ４ ３．５ ２．７ ２．Ｉ １．５ ２．Ｏ ２，５ ３．Ｏ ３．５ ４，０ ４．５ ５．０

低
Ａ ４０ ３．０ ２２ ２．０ ２．５ ３，Ｏ ３，５ ４．０ ４．５ ５．０ ５．５

Ｂ ３ ２．５ ２．Ｏ ２．５ ３，０ ３，５ ４，Ｏ ４．５ ５，０ ５，５ ６．０

ｂ

高
Ａ ８５ ７．５ ６．７ ６．１ ５．５ ５，Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０

Ｂ ８０ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４，５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５

　

２．Ｏ １．５ １・０ １，５

中

Ａ ７５ ６．５ ５．７ ５．Ｉ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １・０ １．５ ２．０

Ｂ ７０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ

　

１．５ １，０ １．５ ２．０ ２，５

Ｃ ６５ ５．５ ４．７ ４．Ｉ

　

３．５

　

３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５ １．５ ２，０ ２．５ ３．０

Ｄ ６０ ５．Ｏ ４．２ ３．６ ３．０ ２．５ ２．Ｏ １．５ １．５ ２．Ｏ ２，５ ３．Ｏ ３，５

低
Ａ ５５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ ２．５

　

２．Ｏ １．５ １．５ ２．０ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０

Ｂ ５０ ４．Ｏ ３，２ ２，６ ２．Ｏ １．５ ２，０ ２．５ ３．０ ３，５ ４．Ｏ ４．５

ｄｐ

筒
Ａ ６０ ５，Ｏ ４．２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２，Ｏ １．５ １，５ ２．０ ２，５ ３．０ ３．５

Ｂ ５ ４．５ ３，７ ３．Ｉ ２．５ ２．Ｏ １．５ １．５ ２，０ ２．５ ３．０ ３．５ ４．Ｏ

中

Ａ ０ ４．Ｏ ３．２ ２．６ ２．Ｏ １．５ ２，０ ２，５ ３，Ｏ ３．５ ４．０ ４．５

Ｂ ４５ ３．５ ２．７ ２．Ｉ

　

１．５ ２，Ｏ ２．５ ３，０ ３，５ ４．０ ４，５ ５．０

Ｃ ４０ ３，Ｏ ２，２ ２．Ｏ ２，５ ３，０ ３．５ ４．０ ４．５ ５，０ ５．５

Ｄ ３５ ２．５ ２．０ ２．５ ３，Ｏ ３．５ ４．Ｏ ４，５ ５，０ ５，５ ６．０

低
Ａ ３０ ２，Ｏ ２．０ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５ ５．Ｏ ５．５ ６．Ｏ ６．５

Ｂ ４ ２，ｌ ２．６ ３．ｌ ３，６ ４，ｌ ４．６ ５．ｆ ５，６ ６，ｌ ６．６ ７・Ｉ

中

　

彩

　

度

　

ト

　

ー

ｌｔ

局
Ａ ９０ ８．Ｏ ７．２ ６．６ ６．Ｏ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４，Ｏ ３．５ ３，Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５

Ｂ ８ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３，Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５

中
ＡＢ ８０ ７・０ ６．２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １，５

ＣＤ ７ ６，５ ５，７ ５，ュ ４，５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５

　

２．Ｏ １．５ ２，０

低
Ａ ７０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４．Ｏ

　

３．５ ３，Ｏ ２，５ ２．Ｏ １．５ ２．０ ２．５

Ｂ ６ ５，５ ４．７ ４，Ｉ ３，５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２．０ ２．５ ８．０

ｄ

局
Ａ ６５ ５．５ ４．７ ４．Ｉ ３．５

　

３．Ｏ ２．５ ２，Ｏ ２．０ ２，５ ３．０

Ｂ ６０ ５．Ｏ ４．２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２，Ｏ ２．５ ３，０ ３．５

中
ＡＢ ５５ ４．５ ３．７ ３．Ｉ ２．５ ２．Ｏ ２．０ ２，５ ３．０ ３．５ ４．０

ＣＤ ５０ ４．Ｏ ３．２ ２．６ ２，Ｏ ２．０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０ ４，５

低
Ａ ４５ ３．５ ２．７ ２．Ｉ ２．５ ３．０ ３．５ ４．０ ４．５ ５．０

Ｂ ４０ ３．Ｏ ２．５ ３．０ ３．５ ４．Ｏ ４，５ ５．Ｏ ５，５

ｄｋ

高
Ａ ４０ ３．Ｏ ２，５ ３，Ｏ ３．５ ４．０ ４．５ ５．０ ５，５

Ｂ ２．５ ２，５ ３．０ ３，５ ４，Ｏ ４．５ ５．Ｏ ５．５ ６，０

中
ＡＢ ３０ ２，５ ３．０ ３．５ ４，０ ４，５ ５，０ ５，５ ６．Ｏ ６，５

ＣＤ ４ ２，６ ３，ｌ ８．６ ４．ｌ ４，６ ５．ｌ ５，６ ６．ｌ ６．６ ７・Ｉ

低
Ａ ２０ ２．５ ３，Ｏ ３．５ ４．０ ４，５ ５，Ｏ ５，５ ６，０ ６．５ ７，０ ７．５

Ｂ ８ ２．ア ３．２ ３，７ ４．２ ４，．７ ５．２ ５，７ ６，２ ６．７ ７，２ ７・７

低

彩度

ト

ー

Ｐ

局 ９０ ８．Ｏ ７．２ ６．６ ６．Ｏ ５．５ ５．Ｏ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １．５

中 ８５ ７．５ ６．７ ６．Ｉ ５．５ ５，０ ４．５ ４．Ｏ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ １，５

低 ８０ ７，０ ６，２ ５．６ ５．Ｏ ４．５ ４０ ３．５ ３．Ｏ ２，５ ２，Ｏ １．５

ｌｔｇ

　

高 ７０ ６．Ｏ ５．２ ４．６ ４，Ｏ ３，５ ３．Ｏ ２５ ２．Ｏ １．５ ２．Ｏ ２，５

中 ６ ５，５ ４，７ ４．１ ３．５ ３．Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２，Ｏ ２．５ ３．０

低 ６０ ５．Ｏ ４．２ ３．６ ３．Ｏ ２．５ ２，Ｏ ２．０ ２，５ ３．０ ３．５

ｇ

高 ４０ ３，Ｏ ２．５ ３，０ ３，５ ４．０ ４，５ ５．０ ５，５

中 ５ ２，５ ２，５ ３，Ｏ ３．５ ４，０ ４，５ ５，０ ５．５ ６，Ｏ

低 ３０ ２．５ ３．Ｏ ３．５ ４．０ ４．５ ５，０ ５．５ ６，Ｏ ６，５

明度差の記入されている粗合わせが調和配色。 その他については表９と同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２９１



上

　

鱗

　

雄

　

也

３． 有彩色と有彩色，との配色

Ａ

　

有彩色と有彩色との配色の分類

　

有彩色と有彩色との配色の分類は， 明度の関係のみが問題になった無彩色と無彩色との配色や，
明度と彩度が問題の中心になった無彩色と有彩色との配色における，比較的単純な分類とは異なり，

二

三属性のすべてが分類の要件となるため， 色相の関係とトーンの関係とのそれぞれについてまず分

類し，その両者の相関によって総合の関係を分類するという２重の手続きによらなければならない，
したがって，色相の関係もトーンの関係も，その分類はできる限り簡潔な形にまとめる必要がある．
そうでなければ， その相関による最終的な総合の関係の分類は， 実際的なものから遠い存在になっ

てしまうからである．

　

調和を求める方式における色相の関係は， 色相環における中心角の大きさ， もしくは一連の色相

番号の差－－ 色相差－－●に基づいて分類するのが通常である． それは， 配色における双方のそれ

ぞれの色相が調和と無関係ではないにせよ， 直接調和とかかわる色相関係が色相環における『へだ

たり』●だからであり， しかもその 『へだたり』 の大小に基づいて分類すれば， 簡潔な分類への強い

要求をも満足させることができるからである．そのためには，『へだたり』が等しい限りその２色相

の感覚差が等しいこと－－色相の組成がマクロ的にもせよ等歩度になっていること－－ が前提に

なっていなければならない． いうまでもなく日本色研表色系の色相構成はその前提を十分に充たし

ている．その２４色相の相互の関係を色相差に基づいて段階づければ，最小色相差である等色相の色

相差０から，最大色相差である補色関係の色相差１２まで計１３段階となる．この・１３段階をそのまま

１３分類として用いることも可能であるが， 色相差１の違いで刻むのは少々密に過ぎる．『服装と色

彩』ではこれを次のようにまとめて分類している｛１０） ａ）同一色相－－ 中心角０・Ｐ－－色相差なし，
（ｂ）隣接（類似）色相の配色－－中心角３００－－色相差小，（ｃ）隣接（類似）色相の配色－－中心角６０

０

一一 色相差小，（ｄ）反対色に近い配色－－ 中心角１２０
０－－色相差中，（ｅ）反対色相の配色－－ 中心角

１５００－－色相差大．この分類のまとめと関連して次のような説明力河口えられている．「色相を主とし

た配色の考え方を・『角度配色法』と呼ぶことがあるが，これは心理補色色環の１２色相の位置を時計

の文字盤に結びつけた考え方で……（中略）……色相順に３ぴずつ離して組み合わせたものであ

る（１１｝」． しかしそこに実際に示されているのはｏ
ｏ
，３ぴ，６ぴ，１２ぴ，１５０

ｏの５分類だけで，３０
０ずつ離．

したとして当然あるべき９００ど１８００とがなく，その説明も加えられていない．一般にムーンとスペン

サーの調和域の色相環図がそのまま転載されて過ごされていることの多い実態のなかで， とにかく

別の分類法と解釈とを提起した点は一応評価されてよいが，２４色相の色相環を採用しながら， 配色

に関したところで理由もなく１２色相に縮少したのは理解しがたく，また殊更に９ｏ
ｏの組合わせを省

略した点はムーンとスペンサーの『あいまいの領域』 に煩わされているようで不消化の観があり，
１８００の関係を欠くに至っては乱暴とより言いようがない．ただ３０

０ずつ離した場合の６～７分類は，
その数のみに限って考えれば， その分類の根拠が明らかである限り適切である． この場合， 分類の

根拠は， 配色の調和が感覚的把握に基づくものであるが故に， 感覚的な検討によるものでなければ

ならない．

　　

検討６

　　

図３の如く， 外側の色相環と内側の色相環とのそれぞれの色が， どのような組合わ

　

せになっても必ず接してその配色が見やすいように，内外各１個の色相環をトーンごとに計１８

２９２
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も

　　　　　　　　　　　

，

　

．

　　　　　　　

ノリ

図３

　

外側の固定色相環と内側の回転色相環

数字は色相番号を， 長方形は色票を示す

　

個作成し， その中心を合わせれば上記の状態がどのようなトーン相互の関係においても実現で

　　

きるようにした．そうすれば，色相差０の図３の状態から内側の色相環を１５
０ずつ回転させるこ

　

とによって， それぞれのトーンの組合わせごとに， 色相差のすべてにわたってその関係を順次

　　

とらえることが可能である．この調査には１８名の学生が参加したが，その
結果，等トーンも含

　

めたすべてのトーンの相互の組合わせに関しては， 中彩度と低彩度のトーンは等彩度と異彩度

　　

とを問わず実施する意味が特になく， 高彩度トーンにおいても， 結局ｖトーン，相互の組合わせ

　

が最もよく色相関係を感覚させるものであることが判明した． また， 色相相互の近いか遠いか

　

の関係を支配する基本的要件が， 赤み， 黄み， 青みのどれかを互いに共有するか否か， その共

　

有の度合が強いか弱いか， あるいはその逆に補色・準補色の関係にあるか否か， を軸とするも

　

のであることも明らかになった．

　　

以上のような観点を基盤において， 主としてＶトーン相互の組合わせを用いて検討したが，

　

その他の組合わせも必要に応じて活用した，

検討の結果，次のような６分類が妥当であるとの結論に達した．それは中心角で３０
０ずつ離した分

類と形の上では余り変らないものとなったが， その分類の根拠は極めて明確で， したがって分類さ

れたそれぞれの特徴もおのずから明らかである，（１）色相差０～１の組合わせ－－差１の組合わ
せ

は， トーンが異なるか彩度の低いトーンである場合の感覚的な差は極めて小さく，
調和を求める上

で等色相に準じて扱うのが実際的である． つまりこの組合わせは感覚的におおむね等しい色
相相互

のもので， 明らかに色相の違いが感覚される差２以上の組合わせとは区別するのが妥当で
ある． 一
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般に感情効果のまとまりは極めて得やすく， 最も融和性の強い色相関係である．（２）色相差２～３の

組合わせ－－差３の組合わせであっても赤み，黄み，青みの共有の度合が強く，差２の組合わせで

あれば一層強い．それでいて低彩度トーン相互の組合わせにおいても明瞭に色相差が見分けられる．
２色の違いが明らかでしかも極めて融和性の強い色相関係である．（３）色相差４～５の組合わせ－－

差５の組合わせであっても赤み， 黄み， 青みに関する共有の感じはかなりはっきりしている． がそ

の反面， 赤みと黄み， 黄みと青み， 青みと赤み， といったそれぞれの組合わせにおける異なった色

みも互いに目につくものとなっている． 幾分融和性が残っているとはいえそれが相当あいまいに

なった色相関係である．（４）色相差６～７の組合わせ －－赤み，黄み，青みの共通性がどの組合わせ

の間でもほとんど感じられなくなり， それとともに， 赤みに対する黄み， 黄みに対する青み， 青み

に対する赤み， といった相互の色みの違いがややはっきりしはじめた色相関係である， 融和性は全

く感じられなく・なっている．（５）色相差８～９の組合わせ－－ 色みの共有性はどの２色の間にもな

く， それとは逆に， 赤み， 黄み， 青みとそれに近い色みを軸として相互に別の色みが対立しあう色

相関係である． つまり， かなり対照性の強まった関係と言える．（６）色相差１０～１２の組合わせ－■

補色及び準補色の関係に当るので， 一括して他の組合わせと区別し分類するのが妥当である．

　

色相差の大中小は，この６分類に基づいて適切に区分することができる．すなわち，赤み，黄み，
青みの共有が極めて明瞭である色相差３まで÷一１）と（２）－－の範囲が色相差小，赤み，黄み，青み

の共有が稀薄になり， かわって互いに異なった色みが目につきはじめた色相差７まで÷一３）と（４）

－－の範囲が色相差中， そして赤み， 黄み， 青みの共有が明らかになくなり， 色みの違いが専ら意

識される８より大きい色相差 ÷ ５）と（６）－－の範囲が色相差大である，通常色相の関係を等色相，
類似色相， 対立色相に３分して考える方法がとられているが， そのような分類では， 色相差中の粗

合わせのほとんどが全体の配色のなかから脱落してしまって不合理である． ましてその色相差中の

組合わせの大部分を，『あいまいの領域』として調和配色の対象から除外するのは，トーンの関係に

よって著るしく異なる色相の関係の実際に照らして不当である．　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

調和を求める方式におけるトーンの関係については，２４色相すべての等色相面の重合面での各

トーンの位置から，次のように分類するのが妥当である．（ィ）等しい関係－－同じトーン相互の組合

わせ（図４の１）－－ いうまでもなく高彩度トーンと高彩度トーン（ｖとｖ， ｂとｂ，ｄｐ、とｄｐ），
中彩度トーンと中彩度トーン（ｌｔと１ｔ，ｄとｄ，ｄｋとｄｋ）， 低彩度トーンと低彩度トーン（ＰとＰ，
ｌｔｇと１ｔｇ， ｇとｇ）の各組合わせが含まれ， その組合わせの総数は９である．（口）横隣の関係－－ 左

右に隣接するトーン相互の組合わせ（図４の２）－－高彩度トーンと高彩度トーン（Ｖとｂ， ｖと
ｄｐ）の組合わせは彩度差が僅かに１であるが， その双方の明度範囲を考慮すれば横隣と解釈しない

わけにはいかない． 高彩度トーンと中彩度トーン （ｂと１ｔ， ｂとｄ， ｖとｄ，ｄｐとｄ， ｄｐとｄｌｑ

中彩度トーンと低彩度トーン（ｌｔとＰ，ｄと１ｔｇ，ｄｋとｇ）の組合わせは， いずれも彩度差が２～３

になっている． 高彩度トーンと中彩度トーンの組合わせにあって， ｄトーンをめぐって幾分複雑な

関係が生じているが，これも双方の明度範囲に基づいた結果である．組合わせの総数は１０とかなり

多い．◎系従隣の関係－－上下に隣接するトーン相互の組合わせ（図４の３）－－高彩度トーンと高

彩度トーン（ｂとｄｐ），中彩度トーンと中彩度トーン（ｌｔとｄ，ｄとｄｋ），低彩度トーンと低彩度トー

ン（Ｐと１ｔｇ，ｌｔｇとｇ）の組合わせは， 彩度差が１であるｄとｄｋの関係を除けば他はすべて彩度差

０である．組合わせの総数は５．◎斜隣の関係－－斜に接して位置するトーン相互の組合わせ（図

４の４） －－ 高彩度トーンと中彩度トーン （ｖと１ｔ， ｖとｄｋ， ｂとｄｋ，ｄｐと１ｔ）， 中彩度トーンと

低彩度トーン（ｌｔと１ｔｇ， ｄとＰ， ｄとｇ，ｄｋと１ｔｇ） の各４， 計８の組合わせで， 彩度差は２～４の

２９４



色彩調和の研究（２）

鯵
１

　　　　　　　　　　　　

２

　　　　　　　　　　　　

３

　　　　　　　　　　　　

４

５

　　　　　　　　　　　　

６

　　　　　　　　　　　　　

７

図４ トーンの関係分類図

　　　

１， 等しい関係

　

２， 横隣の関係

　

３． 縦隣の関係

　

４． 斜隣の関係

　　　

５， 横の離れた関係

　

６． 縦の離れた関係

　

７． 斜の離れた関係

範囲にやや広がっている． ｖと
１ｔ， ｖとｄｋの組合わせがここに含められたのは， Ｖとｄの組合わせ

が横隣の関係であることからの必然の結果であるが， 彩度差と明度差との関連からみても斜隣の関

係が妥当である．（ホ）横の離れた関係－－別のトーンを間に挟んだ左右のトーンの相互の組合わせ

（図４の５） －－ 高彩度トーンと低彩度トーン （ｖと１ｔｇ， ｂとＰ， ｂと１ｔｇ， ｄｐとｇ） の４組のみ

で， 彩度差は５～６である． ｂと１ｔｇの組合わせがあってｄｐと１ｔｇの組合わせが含まれないのは，

ｌｔｇの明度位置が高明度にまたがっているからである．（ 縦の離れた関係－－別のトーンを間に挟

んだ上下のトーンの相互の組合わせ（図４の６）－－中彩度トーンと中彩度トーン（ｌｔとｄｋ）， 低

彩度トーンと低彩度トーン（Ｐとｇ）の組合わせは彩度差が小で，中彩度トーンと低彩度トーン（ｌｔ

とｇ，ｄｋとＰ）の組合わせは彩度差が中である．（ト浄斗の離れた関係－－別のトーンを間に挟んだ斜

位置のトーンの相互の組合わせ（図４の７）－－高彩度トーンと低彩度トーン（ｖとＰ， ｖとｇ，
ｂとｇ，ｄｐとＰ，ｄｐと１ｔｇ）の５組がすべてで， いずれも彩度差は大である．

　

トーン差という言葉や扱いは， 厳密な意味では差の明確でないトーンであるだけに不適当でもあ

ろうが， 感覚的， 総合的な意味で大まかな差をとらえることは不可能ではなく， また有彩色と有彩

色との配色において色相差との相関関係をおさえるためには， 色相差の大中小に見合った形で， あ

えてトーン差の大中小を考える必要がある． それは色相差における区分の場合と同様， トーンの関

係の７分類に基づいて区分することができる． すなわち， トーンの位置が等しいか近くて一般に明

度差の小さい関係－－（ィ）と（ロト÷ がトーン差小の組合わせ， トーンの位置が近いのに明度差が一

般に中程度である関係－－←うと◎－－がトーン差中の組合わせ， そしてトーンの位置が遠くて彩

度差と明度差のうちいずれかが一般に大である関係－－林）と㈹と（ト）－－がトーン差大の組合わせ

である．

色相の関係とトーンの関係との相関による総合の関係は， 前者を縦軸とし後者を横軸とすること

によって表１８のように平面的にとらえることができ， それぞれの分類に基づく組合わせの総数は

４２である．これを大中小の大別による相互の関連で整理すれば，④色相差もトーン差もともに小で

ある組合わせ， ⑨色相差が小でトーン差が中である組合わせ， ⑥色相差が中でトーン差が小である
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表１８

　

有彩色と有彩色との配色における総合の関係の分類

トーンの関係

　　　　

＼色相の関係

小 中 大

等

　　

１

　

横

　

隣 縦

　

隣

　

１

　

斜

　

隣 横

　

隣

　

１

　

縦

　

隣 斜

　

隣

小
０～

　

Ｉ

２～

　

３

　

Ｉ

　　　

１

　　　

３

Ｔ④Ｔ

　

１

　　　

１

　　　

３

Ｔ⑱Ｔ

　

１

　　　

１

　　　

３

÷す÷⑱÷Ｔ÷
５

６

中
４～

　

５

１宇

　

ｉ ゑ

　

中＊ １宇

　

量
５

６～

　

７ ６

大
８～

　

９

１０～１２ ゑ

　

中

　

ｉ ≧

　

中

　

ｉ ゑ

　

中

　

量
５

６

組合わせ， ⑨色相差もトーン差もともに中である組合わせ， ⑤色相差が小でトーン差が大である組

合わせ， ⑰色相差が大でトーン差が小である組合わせ， ⑥色相差が中でトーン差が大である組合わ

せ， ③色相差が大でトーン差が中である組合わせ， ①色相差もトーン差もともに大である組合わ

せ， に９分類される． この９分類は， 色相差とトーン差との相互の関連による有彩色と有彩色との

配色における基本的な分類であって，それは４２に区分された前記細分の組合わせをそれぞれ４～６

組ずつ内に含み，表１８において左上から右下へ順次総合差の小さい方から大きい方へと移行する．
つまり， 色相差とトーン差との総合による総合差もまた大中小に区分することができ， 大のなかで

最も大きな差のものを特大， 小のなかで最も小さな差のものを特小と考えれば， 総合差の段階は特

大から特小までの５区分とすることもできる． それは， 色相差もトーン差もともに小である総合差

特小－－④の４組，色相差とトーン差の一方が小で他方が中である総合差小－－⑧及び◎の計８
組，色相差とトーン差のどちらも中であるか一方が小で他方が大である総合差中－－◎，⑧及び⑨

の計１４組，色相差とトーン差の一方が中で他方が大である総合差大 「◎及び⑩の計１０組，色相

差もトーン差もともに大である総合差特大－－①の６組， の５区分である．

　

有彩色と有彩色との２色の配色にあっては， 感情効果を求める方式における分類も， 調和を求め

る方式におけ・ると同様， 色相の関係の分類とトーンの関係の分類とをした上， その相関による総合

の関係の分類をするという２重の手続を経なければならない．

　

感情効果を整理して押さえるための色相の関係の分類は， 配色の感情効果の基盤が個々の色彩の

感情価であるが故に， 感情価にかかわる色相の分類が前提となる． それは通常， 色相番号の順に暖

色系， 中性色緑系， 寒色系， 中性色紫系に４分され， 更に， 暖色系は赤系， 橋系， 黄系に， 中性色

緑系は黄緑系， 緑系， 青緑系に， 寒色系は緑青系， 青系に， 中性色紫系は青紫系， 紫系， 赤紫系の

総計１１に細分さ，れる．したがってそうした区分の相互の組合わせである色相の関係の分類は，４区

分に基づくもので１０になり，１１区分に基づくもので６６となる．一方トーンの関係の分類は，９トー

ン相互の総当たりで押えるのが最も適切であり， またそのほかにはいい方法が見当たらない． それ

はトーンが等色相面におけるそれぞれの位置づけに成立の基礎をもっており， したがづてそうした

基本的条件に基づく特有のものとしての感情価を有し， それをそれ以上整理することが至難だから

である． その結果トーンの関係の分類は４５となる．

　

感情効果を求めるための関係の分類は， 調和を求めるための関係の分類とは根本的に異なっ・たも

のということができる． 後者が差に基づく抽象的一般的な数の関係でもって整理でき， そのため要

約もある程度容易であるのに対して， 前者は感覚に基づく具体的特殊的な質の関係に固定され， そ

のための要約は，感情的反応による一定の限度を越えることが極めて困難だからである．すなわち，
色相の関係における１０区分の内容， トーンの関係における４５区分の内容が限度であり， したがっ

てその双方の相関による総合の関係の分類は４５０もの多数になるが，その４５０が多いからといって，
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表１９

　

調和を求める方式と感情効果を求め

　　

る方式とにおける色相の関係の相互

　　

の関連

欝
近い 関係 中程の関係，遠い関係
暖

　

と

　

暖

中緑

と中緑

寒

　

と

　

寒

中紫と

中紫

暖

　

と
中緑

中
緑と

　

寒

寒

　

と
中紫

中紫

と

　

暖

暖

　

と

　

寒

中
緑
と
中紫

小

０ ２４

Ｚ ２０ ４

２ １６ ８

３ １２ １２

中

４ ８ １６

５ ４ ２０

６ ２ ２０ ２

７ ｌ １８ ５

大

８ １６ ８

９ １２ １２

ヱ〇 ８ １６

ヱヱ ６ １８

ヱ２ ３ ２１

暖は暖色系、中緑は中性色緑系、 寒は寒色系、
中紫は中性色紫系の略である，

感情効果に関するなんらかの共通項でくくって要約することはほとんど不可能なのである， もちろ

んそのように多数ではあっても，調和における総合の関係のとらえと同様，色相の関係の１０区分を

縦軸としトーンの関係の４５区分を横軸として，その総合の関係を一表に示すことはできる●．その場

合，トーンの関係の４５区分は，等しい関係の９区分から斜の離れた関係の５区分までそれぞれにま

とめて順次に配列しうるから， その横軸の配列は， 調和を求める方式の総合の関係（表１８）におけ

る横軸の配列と同調したものとな・り÷

　

両者の連繋は極めて密である．また色相の関係の１０区分は，
暖色系と暖色系， 中性色緑系と中性色緑系， 寒色系と寒色系， 中性色紫系と中性色紫系の組合わせ

からなる４区分－－感情価の似た色相相互の関係－÷感情効果に関しては『近い関係』，また暖色

系と中性色緑系， 中性色緑系と寒色系， 寒色系と中性色紫系， 中性色紫系と暖色系の組合わせから

なる４区分 似てもいないが離れてもいない感情価をもった色相相互の関係－－感情効果に関

しては『中程の関係』，及びｙ暖色系と寒色系， 中性色緑系と中性色紫系の組合わせからなる２区分

÷÷感情価の離れた色相相互の関係 ÷÷感情効果に関しては『遠い関係』，・の順に整理して配色す

ることができるから， その縦軸の配列は， 調和を求める総合の関係（表１８）における縦軸の配列と

ある程度歩調が合ってくる．すなわち表１９に見る如く，調和を求める方式における色相差小は，感

情効果を求める方式においても・その大部分が『近い関係』に属し，一部が『中程の関係』にまたがっ
ているが『遠い関係』 にまで及んではいない， 調和を求める方式における色相差中は， 感情効果を

求める方式においても大部分が『中程の関係』に属し， 一部が『近い関係』・に， ほんの僅かの組合

わせだけが『遠い関係』に属している． そして調和を求める方式における色相差大は， 感情効果を

求める方式においてはそのすべてが『中程の関係』と『遠い関係』とに属し，特に差１０～１２の補色・

準補色の組合わせはその大部分が『遠い関係』 に属している． 以上を整理すれば， 調和を求める方
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式における色相差と感情効果を求める方式における色相関係とは， 前者が小さいときには後者が近

く， 前者が大きくなるにつれて後者が遠い関係になるという関連のしかたであって， そのことは
縦

軸の色相の関係を１１区分に基づく６６分類に変えても同様である．

　

したがって有彩色と有彩色との配色にあっても，感情効果を求める方式と調和を求める方式とは，

両者それぞれの分類をとおしてではあるが，
．容易に交流し得る強い関連性を有していると言うこと

ができる．

Ｂ

　

有彩色と有彩色との配色の調和

　

無彩色と有彩色との配色における調和の要件は， 彩度差と明度差との相関関係に基づくもので

あったが， 実質の働きにおいては明度差こそ基本的な調和の要件で
あって， 彩度差はむしろその明

度差に対する前提条件ともいうべき意味のものであった， しかもその調和明度差は， 無彩色と無彩

色との配色における調和明度差と原則的につながりを持つものであった． このことは， 有彩色と有

彩色との配色における調和の要件について重要な示唆を与える．すなわち，（１）三属性の総合差－－

色相の関係とトーンの関係との総合差－－は，基本的な調和の要件である明度差の前提条件ともい

うべき意味のものであること，（２）その調和明度差は， 無彩色と有彩色との配色における
調和明度差

と原則的につながりを持つものであること， の２点についてである．

　

有彩色と有彩色との配色の調和について大島は次のようにまとめている．「ａ．色相，明度， 彩度

の中二つが同一で一つだけ異なる組合わせ－－１，色相のみ異なる組合わせ……補色色環でなるべ

く角度の大きい色の組合わせがよい． ２， 明度のみ異なる組合わせ……明
度差３～４がよい． ３，

彩度のみ異なる組合わせ……好ましい彩度のものが選択の対象となる． ｂ． 色相， 明度， 彩度の中

一つだけ同一で他が異なる組合わせ－－ １，色相のみ同一な組合わせ……明度差３，彩度差２～３

がよい． ２， 明度のみ同一な組合わせ……色相は補色色環で
出来るだけ離れ， 彩度は余り離れない

ものがよい． ３， 彩度のみ同
一な組合わせ……明度差３， 色相は１７～２２を避けたものがよい． Ｃ，

色相， 明度， 彩度のどれも異なる組合わせ－－明度差を主体にして３・～
４とし， 色相は１７～２２を

避けたものとし， 彩度差を少しつけ彩度の中等度のものを選ぶ
｛１２｝」． このまとめの中には， 色相１７

～２２は避けた方がよいといった明らかに誤りだと考えられる内容や，形式的に整えたとしか思われ

ない等明度を前提とした組合わせが幾つか含まれてはいるが， ｂ， ｃをとおして， 調和における明

度差の優位性を認める基本的姿勢は確かに読取ることができる．それは÷貫して３～４の明度
差（新

表色系の数値に換算すれば２．４～３．２，基準色相互の通常の数値に置き換えれば２，５～３．０の明
度差）

であるが， その明度差は， 無彩色と有彩色との配色における調和明度
差とはなんの関連もなく， 全

く別個に行なわれた実験の結果に基づくものなのである．′

　

そこで有彩色と有彩色との配色における

調和明度差が， 無彩色と有彩色との配色における調和明度差と果たして関連を持つので
あるか， 持

つとすればどの・ような関連であるか， また大島が新たに提起した明度差はどのような位置づけにな

るのであるか， 等について改めて検討することが必要である．

　　

検討７

　　

有彩色と有彩色との配色における総合の関係の分類（表１８）にあって， その中心に

　　

位置するのは色相差もトーン差もともに中で，したがって総合差も中である⑨の配色である．
一

　　

方， 無彩色と有彩色との配色における最小調和明度差（表１５）にあって， その
中央に位置する

　　

のは有彩色が中彩度であるところの彩度差大の粗合わせである．ともに中央に位置するが故に，

　　

無彩色と有彩色との配色及び有彩色と有彩色との配色における， その両者の調和明度差につな

　　

がりがあるとすればこの位置において明らかになるであろうと予測される． しかし前者には無

２９８
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彩色の方が明るい組合わせとその逆の組合わせとがあり， その間に最小調和明度差の違いがあ

　　

るので， その両方について検討しなければならず， それと合わせて， 大島の提起した明度差に

　

ついても検討を加えることとする，

　　

表１５における，有彩色が中彩度トーンである場合の明度差については，低明度と低明度の組

　

合わせは， Ｎ１，０の含まれない有彩色と有彩色との配色では２．５以上の明度差は考えられない

　

ので除き， また高明度と低明度との組合わせにおける明度差３．０は， この関係における最小明，

　　

度差が同時に調和明度差でもあるというもので， 他の関係における最小調和明度差とは意味を

　

異にするので除外する． その結果， ここで実際に用いる明度差は， 高明度と高明度及び高明度

　　

と中明度の関係における１．５と２．０， 中明度と中明度及び中明度と低明度の関係における２．０

　　

と２．５（ただし前者には２．５は無関係）の２種類のみとなる．それに対して大島の提起した２．５

　

及び３，０の明度差は， それら２種類の明度差の大きい方の延長線上に， 更に０．５大きい明度差

　　

を一つずつ加えた形となり， 高明度と高明度または中明度との配色にあっては１．５，２．０，２．５

　

の３段階の明度差を， 中明度と中明度または低明度との配色にあっては２．０，２，５，３．０の３段

　

階の明度差を用いることとした．

　　　

◎１～４のそれぞれにおける配色例は，そこでの色相の関係とトーンの関係，及び適用すべ

　　

き明度差に正しく適合することを重視し， 同じ総合の関係のなかではトーンの組合わせが等し

　　

くなるように選択した． それらの配色は， 明るいグレー， 中等度のグレー， 及び黒のマスクを

　　

各自任意に使用して見ることとし，『調和とのかかわりで適切な明度差だと判断した配色』を選

　

び出すように指示した．そのように指示したのは，『調和すると判断した組合わせ』を選び出す

　　

ように指示したのでは， 色相や彩度に対する好悪の感情が， 適切な明度差に対する判断を誤ら

　

せる恐れがあると考えたからであって， 実質的には変りはない， この調査は２年にわたり， 男

　

女合わせて計１５名の学生を対象として実施し， 表２０のａはその結果を整理したものである．

　

以上の検討によって， ⑨１～４のどれもが， 例外なくそれぞれの中間の明度差－－ １における

２．０， ２における２．５， ３における２，０， ４における２．５－－ を最小の適切な明度差としていること

が明らかになった． この最小の適切な明度差はそれを最小調和明度差とそのまま言い換えても誤り

ではない．そして．それらの明度差は，表２０のａに見るとおり，１及び３における明度差２．０が高明

度と中明度の組合わせのもの，２及び４における明度差２．５が中明度と低・明度の粗合わせのもので，
そのいずれもが，表１５の『無彩色の方が明るい組合わせ』における，有彩色が中彩度トーンである場

合（彩度差大）の最小調和明度差とそれぞれに一致するのである．

　

検討８

　　

表・１８における⑩ と ⑰， その他のすべての総合の関係についての ◎１～４と同様

　

の検討．この検討の必要性は， ⑨１～４の検討の結果の如何にかかわらず既に明瞭であったた

　

め， 調査は検討７と同時に実施した． したがって対象となる学生も， それらの学生に対する指

　

示も全く検討７と同じである．

　　

総合差中の関係である ⑩ と⑰との配色例は表２０のｂに示すとおりである， ⑩ の関係にお

　

いて５と２の組合わせを選んだのは， １～６のすべてについて配色例を検討する必要はないと

　

判断・したためと， 代表的に選ぶとすれば， かかわりのある色相の関係とトーンの関係とのすべ

　

てに触れるようにすべきだと考えたからである． そのためには３と４のうちのいずれかをも含

　

めるべきであるが，『縦の離れた関係』は高明度と低明度の組合わせがその大部分を占め，その

　

組合わせはここでの検討の対象からはずれるため除外した． ◎の関係において３と２とを選

　

んだ理由については⑧の前段で述べたとおりである． 検討すべき明度差が ◎と同じであるの

　

はいうまでもない，
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表２０

　

総合の関係における各明度差について適切であると判断された数

　　

とその率 （最小調和明度差についての検討）１

ｈ総合の関係の分類 ⑩

　

１ ⑨

　

２ ⑩

　

３ ⑩

　

４

＾

　

明 度差 １．５ ２．０ ２．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ １．５ ２．Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２．５ ３，Ｏ

具体的な配色

年次（人数）
ｐ１６
ｔｇ１２

Ｐ１６
，

ｔｇ２０

ｐ
，
６

ｌｔｇ２

ｄ１２

ｄｋ６

ｄ２３

ｄｋ１６

ｄｌｏ

ｄｋ４

ｌｔｌ

ｄｐ６

ｌｔ２４

ｄｐ５

ｌｔ５

ｄｐｌｏ

ｄ１４

ｇ２０

ｄｌｏ

ｇ４

ｄ８

ｇ２

１（７） ３ ４ ６ ｌ ４ ５ ３ ５ ５ ３ ４ ７

２（８） ２ ４ ３ ３ ５ ７ ３ ３ ６ ｌ ，５ ６

計（１５） ５ ８ ９ ４ ９ １２ ６ ８ １１ ４ ９ １３

．

　

率

　　　

％ ・３３ ５３ ６０ ２０ ６０ ８０ ４０ ５３ ７３ ２７ ６０ ８７

ａ

　

総合差中のうち⑨の組合わせ

ー総合の関係の分類 ⑩

　

５ ⑩

　

２ ⑰

　

３ ⑰

　

２

，

　

明 度 差 ２．Ｏ ２，５ ３．Ｏ １，５ ２，Ｏ ２．５ １．５ ２．Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２．５ ３．Ｏ

具体的な配色

年次（人数）

ｂ２２

ｇ２２

ｂ２

ｇ２

ｂ３

ｇ２

ｂ１３

Ｐ１６

ｂ２

ｐ２４

ｂ１５

Ｐ１８

ｌｔ１４

Ｐ６

ｌｔ１６

Ｐ８

ｌｔ１８

ＰＩＯ

ｄｐｌｌ

ｄｐ２３

ｄｌ１６

ｄｐ１６

ｄｌ１７

ｄｐ１７

１（７） ２ ６ ６ ４ ６ ６ ３ ５ ５ ０ ３ ４

２（８） ２ ４ ４ ２ ２ ３ ４ ６ ７ Ｉ ５ ６

計（ｉ５） ４ ｌｏ ｌｏ ６ ８ ９ ７ １１ １２ Ｉ ８ ｌｏ

率

　　　

％ ２７ ６７ ６７ ４０ ５３ ６０ ４７ ７３ ８０ ７ ５３ ６７

ｂ

　

総合差中のうち⑬と⑥の組合わせ

　　

総合差小（特小を含む）の関係である⑩，◎，④の配色例は表２１のａに示したとおりであ

　　

る．いずれも１～４のなかから３と２の組合わせを選んだが，その
理由は⑰と全く同じである．

　

検討すべき明度差は，無彩色と有彩色との配色における最小調和明度差の相互の関連からみて，

，

　

総合差中の関係における明度差と同じであるべきなので◎の場合と等しくした．

　　

総合差大（特大を含む）の関係である ◎，◎， ①の配色例は， 表２１のｂに示すとおりで
あ

　　

る．◎及び①の関係において５と２を選んだ理
由は ⑧におけるそれと同じであり，⑰ におい

　

て３と２を選んだ理由は⑥におけるそれと変らない．検討すべき明度差は，無彩色と有彩色と

　　

の配色における最小調和明度差の相互の関連からみて， 総合差中の関係におけるよりも０．５減

　　

ずるべきなので， ⑤の場合よりそれぞれに０．５ずつ少なくし，た． ，

　

この検討の結果を，その目的に合わせて順序に整理すれば次のとおりである．（１）－－
◎と ◎と

の配色におけ・る最小調和明度差は， 高明度と高明度もしくは高明度と中明度の組合わせにあっては

２．０，中明度と低明度との粗合わせにあっては２．５で，◎の配色における最小調和明度差と等しく，

したがって総合差中の組合わせ全体における最小調和明度差は， 無彩色と有彩色との無彩色の方が

明るい組合わせにおける， 彩度差大の最小調和明度差と基本的に等しいという形でつながりを有す

る．（２）」÷ 総合差小（特小を含む）の組合わせにおけ，る最小調和明
度差は，④２に例外は見られる

が，高明度と中明度の組合わせにあっては２，０，中明度と低明度の組合わせにあっては２．５で，
総合

差中の組合わせにおけるそれと等しく， 無彩色と有彩色との無彩色の方が明るい配色における， 彩

度差中の最小調和明度差と基本的に等しいという形でつながりを有する． 例外と見られる④２につ

いては， ト｝ンが等しくて色相差が小さい関係では明度差もほとんどとることができ
ず， 明度差を

とろうとすれば， 必然的に調和感から比較的遠い高彩度ト「ンの色になるということと関
連づけら

れよう． しかも④２にあっては，２．５を越えた明度差を得ることは
不可能なのである．（３）－－ 総合

３００
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表２１

　

総合の関係における各明度差について適切であると判断された数とその率

　　　

（最小調和明度差についての検討）１１

総合の関係の分類 ⑩

　

３ ⑩

　

２ ⑥

　

３ ⑥

　

２ ④

　

３ ④

　

２

明 度 差 １．５ ２．Ｏ ２，５ ２，Ｏ ２．５ ３．Ｏ １．５ ２，Ｏ ２．５ ２．Ｏ ２．５ ３，０，１．５ ２．Ｏ ２．５ １，５ ２．Ｏ ２，５

具体的な配色 ｌｔｌｏ

ｔｇｌｏ

ｌｔ
，
８

ｔｇ８

ｄ却
ｐ“

ｂ｝８

ｄｐ１５

ｂ１７

ｄｐ１５

ｂ２３

ｄｐ２１

ｄ１２

ｔｇ８

ｄ２

ｔｇ６

ｄｌ

ｔｇ６

ｄｐｌｌ

ｄｐ１７

ｄｐ
，
６

ｄｐ２３

ｄｐ
．
８

ｄｐ１５

ｂ５
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ｂ
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５

ｄ４

ｂ６

ｄ５

Ｖ９

ＶＩＩ

ＶＩＯ

ｖ１３

Ｖ７

ｖ４年次（人数）
１（７） ３ ５ ６ ４ ６ ６ ３ ５ ６ ２ ４ ３ ４ ５ ６ ４ ４ ５

２（８） ｌ ３ ４ Ｉ ２ ３ ４ ４ ６ ｌ ４ ６ ２ ３ ４ Ｉ ３ ３

計（１５） ４ ８ ｌｏ ５ ８ ９ ７ ９ １２ ３ ８ ９ ６ ８ ｌｏ ５ ７ ８
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％ ２７ ５３ ６７ ３３ ５３ ６０ ４７ ６０ ８０ ２０ ５３ ６０ ４０ ５３ ６７ ３３ ４７ ５３

総合差小（特小を含む）の紙合わせ

総合の関係の分類 ⑥

　

５ ⑥

　

２ ⑩

　

３ ⑰

　

２ ①

　

５ ①

　

２

， 明 度 差 １，５ ２．Ｏ ２．５ １・０ １，５ ２．Ｏ １．５ ２，Ｏ ２，５ １・０ １，５ ２，Ｏ １・０ １，５ ２．Ｏ １，５ ２．Ｏ ２，５

Ｌ具体的な配色
ｂｌ

ｇ６

ｂ２

ｇ６

ｂｌ

ｇ２０

ｂ５

ｔｇ１２

ｂ６

ｔｇ１２

ｂ７

ｔｇ１４

ｄ１６

ｇ２４

ｄ１４

ｇ２２

ｄｌｏ

ｇ２

ｌｔ１８
ｄ４

ｌｔ１６

ｄ４

ｌｔ２４

ｄ１４

ＶＩＯ

ｐ１８

ＶＩＯ

ｐ２

ｖ５

ｐ１４

ｄｐ
．
４

ｇ１６

ｄｌ１５

ｇ１６

ｄｐ
．
６

ｇ１８年次（人数）＼
１（７） ４ ５ ５ ２ ４ ５ ２ ３ ４ ２ ３ ４ ３ ４ ６ ２ ３ ５

２（８） ３ ３ ４ ４ ６ ８ ２ ４ ５ ３ ５ ７ Ｉ ４ ４ ２ ５ ６

計（１５） ７ ８ ９ ６ ｌｏ １３ ４ ７ ９ ５ ８ １１ ．４ ８ ｌｏ ４ ８ １１

率

　　　

％ ４７ ５３ ６０ ４０ ６７ ８７ ２７ ４７ ６０ ３３ ５３ ７３ ２７ ５３ ６７ ２７ ５３ ７３

ｂ

　

総合差大（特大を含む）の組合わせ

差大（特大を含む） の組合わせにおける最小調和明度差は， ⑬３に例外は見られるが， 高明度と高

明度もしくは高明度と中明度の組合わせにあっては１，５，中明度と低明度の組合わせにあっては２．０

で， 総合差中または小の組合わせにおける最小調和明度差より０，５ずつ少なく，無彩色と有彩色と

の無彩色の方が明るい配色におけ
・る↓

　

彩度差特大の最小調和明度差と基本的に等しい，という形でつ

ながりを有する． 例外と見られる⑰３の明
度差２，０に関しては， 特別の理由は見当たらない，

以上を総合すれば， 有彩色と有彩色との配色における最小調和明度差は， 僅かな例外を含んでは

いるが， 一貫して， 無彩色と有彩色との無彩色の方が明るい組合わせにおける最小調和明度差と，
基本的に等し‘いという形でつながりを有していると結論づけることができる， これを一表に整理す

れば表２２のとおりであるが，これは大島が調和明度差として提示したものよりもおおむね０．５ずつ

少なくなっている．

有彩色と有彩色との彩度の異なる２色の配色にあっては， 彩度の低い方が明るい組合わせとその

逆の組合わせとが必ず生ずるが， それは無彩色と有彩色との配色における， 無彩色の方が明るい組

合わせとその逆の組合わせとの関係によく似ている， 少なくとも彩度差に関してはほとんど違わな

いと言っていい． したがって後者における最小調和明度差の０．５の違いと似た形の相違が， 前者に

おける最小調和明度差にも生ずることが考えられる． しかし表２０及び２１‘こよれば，
●等彩度の配色

である⑨１， ⑰２，⑨２，◎・２，④２， ⑰２の組合わせと，
明度差によってトーンの関係が異なっ

ている⑧３の組合わせとを除いて， 彩度の低い方の色が明るい配色には
（◎３， ⑨２， ⑰３， ◎３，

①５の組合わせが含まれ，彩度の低い方の色が暗い配色には
◎２，◎４，⑨５，④３， ⑥５， ⑥２，

③３， ①２の組合わせが含まれているが， この
両者の最小調和明度差にはどのようなまとまった相

瞳も見いだせないのである． このような事実は， 彩
度差が主たる要因となっている有彩色と有彩色

との配色と， それに色相の有無という一層根本的な違いが要
因として加わっている無彩色と有彩色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３０１



上

　

様

　

雄

　

也

表２２

　

有彩色と有彩色との配色における最小調

　　

和明度差

凝騎菱
の分類
、

小 中 ▲

　

大

④ ⑩ ◎ ⑩ ⑩ ⑰ ⑥ ⑭ ①
高明度と高明度

高明度と中明度
２．Ｏ ２，Ｏ １．５

中明度と中明度

中明度と低明度
２．５ ２．５ ２．Ｏ

低明度と低明度／／／高明度と低明度 （３．ｏ） （３．０） （３．０）

（１）中明度と中明度との関係には２．５以上の明度差は含ま

　

れていない。
（２）低明度と低明度との関係には該当する明度差が含ま

，

　

れていない。
｛３）高明度と低明度との関係における（３．０）はこの粗合わ

　

せの最小明度差である。

との配色と， その両者の相違が理由になっていると考えられ， またその上に， 有彩色と有彩色との

配色に特有の， 純色明度の高い（低い） 方の色が相対的に明るいか暗いかといった点， 配色された

双方の色相そのものとそれらの彩度位置， 等の相関関係から生ずる， 数字には置き換えにくい微妙

な要素力功＝わっているとも考えられる． ともあれ上記の事実によって， 有彩色と有彩色との配色に

関しては， 彩度関係と明度差との直接の関連から生ずる相違は認められず， したがってその最小調

和明度差は表２２のままが妥当である．

　

有彩色と有彩色との配色において特に大きな明度差が生ずる粗合わせは図２で明らかなようにそ

れ程多くはない． 明度差が６．０以上にもなる配色は， その一方がｌｔトーン， Ｐトーン， ｂトーン，

及びｖトーンといった高明度の色を含んだトーンである場合と，その反対にｄｋトーン，ｄｐトーン，
及びｇトーンといった低明度の色を含んだト｝ンである場合に眼られ， それも， 先の４種のトーン

の高明度色相の色と， 後の３種のトーンの低明度色相の色との相互の組合わせにおおむね限定され

る． それらの中での最大明度差はいうまでもなく７．２で， それは無彩色と有彩色との配色における

最大明度差８．０より更に小さく，しかもその明度差を含んでいる組合わせはｌｔトーンとｄｋトーン，
Ｐトーンとｄｋトーンの 二つよりない． そして６．５以上の明度差を含む組合わせもｂトーンとｄｋ

トーン，ｌｔトーンとｄｐトーン，及びＰトーンとｄｐトーンの三つだけであり，残るｖトーンとｄｋトー

ン， ｂト・一ンと
ｄｐトーン，ｌｔトーンとｇトーン， 及びＰトーンとｇトーンの四つの組合わせは， す

べて６．０またはそれに準ずる明度差が最大であるに過ぎない．

　

有彩色と有彩色との配色における最大調和明度差については， 無彩色と有彩色との配色において

それを定めなかったのと同様， 一般的には特にそれを定めるべきではない． 有彩色と有彩色との配

色は， 無彩色と有彩色との配色に比して一層複雑で微妙な関係を内に包みこんでいるからである．
しかし色相差もトーン差もともに大である①をはじめ，それに準ずる◎ と⑯とを含めたすべての

総合差大の組合わせについては， 本来極めて変化が大きく， 明度関係以外に統一へ導く強力な要素

を持たないが故に， 不調和となることが明らかな明度差の特に大きい関係を除外しないわけにはい

かない． 厳密に言えば， これら総合差大の組合わせにあっては， 明度差小の関係が最も良く， 精精

広げて明度差中の関係が限界であると考えられる． したがって， ◎， ⑩， 及び①に含まれた前記
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